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１ 調査対象大学等の概要等 

 

（１）設 置 者 

   学 校 法 人   玉 川 学 園 

 

（２）大 学 名 

   玉 川 大 学 

 

（３）大学の位置 

   〒194-8610 

   東京都町田市玉川学園六丁目 1 番 1 号 

 

（注） ・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（ ）書きで記入してください。 

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載し

てください。 

 

（４）管理運営組織 

職 名 設 置 時 変 更 状 況 備 考 

理 事 長 
（オバラ   ヨシアキ） 
小 原 芳 明 

（平成 6 年 4 月） 

  

学 長 
（オバラ  ヨシアキ） 
小 原 芳 明 

（平成 6 年 4 月） 

  

学 部 長 
（カヤシマ ミチコ） 
茅 島 路 子 

（平成 27 年 4 月） 

  

学 科 主 任 
（ヒダイ  シゲユキ） 
日 臺 滋 之 

（平成 27 年 4 月） 

  

 

（注） ・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度

を（ ）書きで記入してください。 

（例）平成２７年度に報告済の内容 →（27） 

平成２９年度に報告する内容 →（29） 

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度まで

に報告された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に

変更理由等を記入してください。 

・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。 

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。 
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（５）調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等 
 

(注） ・当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入

試区分ごとではありません）。 

・なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単

位（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項

目の表を追加してください。 

・様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合

には，欄を設けてください。） 

 

 
 

（５）－① 調査対象学部等の名称，定員 
 

調査対象学部等 

の名称（学位） 

学位又は 

学科の分野 

設 置 時 の 計 画 
備   考 

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員 

  年 人 年次 人  

文学部           人         

 英語教育学科         

 文学関係 4 80 - 320 
 学士（文学）         

         

 

(注） ・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してくだ

さい。 

・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。 

・「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第

２号（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。 
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（５）－② 調査対象学部等の入学者の状況 
 

対象年度 

 

 

区 分 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平均入学

定員 

超過率 

備  考 
春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

Ａ  入学定員 

人 人 人 人 人 人 人 人 

1.03 倍  

80 80 80  
( - ) ( - ) ( - ) (   ) 
[ - ] [ - ] [ - ] [   ] 

志願者数 

624 - 557 - 451 -   
( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (   ) (   ) 
[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 

受験者数 

600 - 537 - 440 -   
( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (   ) (   ) 
[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 

合格者数 

218 - 206 - 182 -   
( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (   ) (   ) 
[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 

Ｂ  入学者数 

88 - 80 - 80 -   
( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (   ) (   ) 
[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 

入学定員超過率 

Ｂ／Ａ 
1.10 1.00 1.00  

 
 

（注） ・数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。  

・（  ）内には，編入学の状況について 外数で 記入してください。なお，編入学を複数年次で行っている場

合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には「－」を記

入してください。 

・[   ]内には，留学生の状況について 内数で 記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

さい。 

・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」

を記載してください。 

・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。 

・学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けて

いる場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を

記入してください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してく

ださい。 

・「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出 してく

ださい。なお，計算の際は 小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入 してください。 

・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。な

お，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。 
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（５）－③ 調査対象学部等の在学者の状況 

対象年度 

 

 

学 年 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

備  考 
春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

春季 

入学 

その他

の学期 

１年次 

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 平成 27 年度の 1 年次生

88 名のうち 1 名は、平

成 28 年度より文学部他

学科 2 年次へ転学科し

た。（28） 
 

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 1 ) ( - )   

88 - 80 - 81 -   

２年次  
[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [   ] [   ] 

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (   ) (   ) 

84 - 76 -   

３年次   
[ - ] [ - ] [   ] [   ] 

( - ) ( - ) (   ) (   ) 

83 -   

４年次    
[   ] [   ] 

(   ) (   ) 

  

計 

[ - ] [ - ] [ - ] [   ] 

( - ) ( - ) ( - ) (   ) 

88 164 240  

 

（注） ・数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。 

・[   ]内には，留学生の状況について 内数で 記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

さい。 

・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」

を記載してください。 

・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。 

・学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けて

いる場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を

記入してください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してく

ださい。 

・「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数 を記入してください。 

・（ ）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

さい。 
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（５）－④ 調査対象学部等の退学者等の状況 
 

区 分 

 

 

 

対象年度 

入学者数 

（b） 

退学者数 

（a） 

 

主な退学理由 

入学者数

に対する

退学者数

の割合 

（a/b） 

退学者数（内訳） 

退学した年度 退学者数 
退学者数の 

うち留学生数 

平成２７年度 

入学者 
88 人 4 人 

平成２７年度 3 人 0 人 
他の教育機関へ

の入学・転学（3
人） 

4.5% 
平成２８年度 1 人 0 人 

他の教育機関へ

の入学・転学（1
人） 

平成２９年度 0 人 0 人 該当なし 

平成２８年度 

入学者 
80 人 3 人 

平成２８年度 3 人 0 人 

就学意欲の低下

（1 人）、学力不

足（1 人）、他の

教育機関への入

学・転学（1 人） 
3.7% 

平成２９年度 0 人 0 人 該当なし 

平成２９年度 

入学者 
80 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 該当なし 0.0% 

平成３０年度 

入学者 
       

合 計 248 人 7 人   2.8% 

 
（注） ・数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。 

・各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がい

た場合でも、その退学者数を減らす必要はありません。） 

・各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、

退学者数の内数 を記入してください。 

・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆ

る「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課

程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人

学生」を記入してください。 

・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。 

・「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在まで

に退学した学生数の合計】を，【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。そ

の際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。 

・ 「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」とい

うように，その人数も含めて記入してください。 

  （記入項目例）・就学意欲の低下  ・学力不足  ・他の教育機関への入学・転学  ・海外留学 

・就職  ・学生個人の心身に関する事情  ・家庭の事情  ・除籍  ・その他 
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２　授業科目の概要

＜文学部　英語教育学科＞

（１）授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

3 1

2 2

3 1

2 2

0 2 兼0

1 1  兼1

0 0  兼2

1前 1 兼2

1前 0.7 兼2

1後 1 兼2

2前・後 2 兼1

二年次セミナ―201 2前 2 兼1

二年次セミナ―202 2後 2 兼1

三年次セミナ―301 3前 2 兼1

三年次セミナ―302 3後 2 兼1

2前・後

3 前・後

兼7

3  兼8

－ 7 12 0 2 2 0 0 0  兼9

教育効果を図るため配当年次変

更（28）2 兼1

1後 0.3

一年次セミナ―101 1前

※US科目…ユニバーシティ・スタンダード科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

健康教育

音楽Ⅰ

音楽Ⅱ

全人教育論

2

21後一年次セミナ―102

教育体制の充実を図るため担当

者変更（28）
教育体制の充実を図りクラスを
改編したことに伴う担当者変更

（29）

ピアリーダー

玉
川
教
育
・
Ｆ
Ｙ
Ｅ
科
目
群

小計（12科目）

教育内容の充実を図り担当者変

更（27）
教育体制の充実を図り担当者変

更（28）
教育体制の充実を図りクラスを
改編したことに伴う担当者変更

（29）

玉川の教育

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2 ・3 ・4 前 2  兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い学際科目群「現代文

化論」に科目名変更（27）

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4後 2 兼1

1 兼0

0  兼1

1・2・3・4後 2 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

2 ・3 ・4 前 2  兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

3・4前 2 兼1

3・4後 2 兼1

4前 2 兼1

4後 2 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

名著講読（人文科学） 2・3・4前・後 1 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（28）

3・4後 2 兼1

4前 2 兼1

65 兼24

47  兼21

46 1  兼20

0 50 0 0 0 0 0 0  兼22

2・3・4前・後 2
教育内容の充実を図るため担当

者追加（28）

文化人類学

美術史

人
文
科
学
科
目
群

哲学

倫理学

34

美術理論

ことばと文化

外国文学

民俗学入門

日本文学

 現代文明論

演劇史

演劇理論

キリスト教学

歴史（世界）

音楽史

音楽理論

 表現教育

世界の宗教と文化

宗教学

ロジック

科学史

歴史（日本）

人間関係論

日本学入門

Japanology

Japanese Pop Culture

Issues in Japanese Studies A

英語学

日本語学

人文科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

人文科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

比較文化論

Issues in Japanese Studies B

Modern Japanese History

East Asian History

25

小計（26科目）

24
－

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）

　US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭ

　ﾗﾑ改編により科目追加（29）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

1・2・3・4前 2 兼1

2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2 ・3 ・4 前 2  兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（27）

2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

名著講読（社会科学） 2・3・4前・後 1 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（28）

兼17

35  兼15

31  兼14

0 30 0 0 0 0 0 0  兼15

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前

2 ・3 ・4 前・後

1・2・3・4前・後 2 兼5

2・3・4後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

名著講読（自然科学） 2・3・4前・後 1 兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（28）

41 兼20

37  兼19

－ 0 36 0 0 0 0 0 0  兼18

2

－

兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い科目名及び配当年次

変更（29）

社
会
科
学
科
目
群

会計学

コミュニケーション論

経済学（国際経済を含む）

国際関係論

情報管理論

法学

経営学

統計学入門

物理学入門

 物理学実践

自
然
科
学
科
目
群

情報科学入門

ネットワーク入門

マルチメディア表現

観光学入門

地球科学

マーケティング

政治学

人工知能と社会

22

STEM入門（科学と社会）

社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

環境科学

宇宙科学

数学入門

小計（19科目）

自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

エネルギー科学

代数学入門

社会学

ボランティア概論

化学入門

解析学入門

心理学

データ処理

 学習心理学

科学技術社会論

17

小計（16科目）

社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

科学入門

生物学入門

Academic Communication

市民社会と法

実践の物理学

19

20

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4後 2 兼1

2 ・3 ・4 後 2  兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（28）

オリンピック文化論 1・2・3・4前・後 2 兼1
東京オリンピック開催に向け科

目追加（28）

3・4前 2 兼1

3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前

1 ・2 ・3 ・4 前

1・2・3・4後 2 兼1

2・3・4後 2 兼1

3後・4前・後 2 兼1

3後・4前・後 2 兼1

3後・4前・後 2 兼1

2 ・3 ・4 前・後 2  兼1
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4後

1 ・2 ・3 ・4 後

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

3・4前・後 2 兼1

1 兼0

0  兼1

1 兼0

0  兼1

1 兼0

0  兼1

国際研究D 1後・2・3・4前・後 3 1

国際研究E 1後・2・3・4前・後 4 1

国際研究F 1後・2・3・4前・後 5 1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）

　US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭ

　ﾗﾑ改編により科目追加（29）

 US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗ

 ﾑ改編により科目追加（27）

2・3・4前・後 2

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（29）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目名変更（27）兼1

2 兼1
教育効果を図るため配当年次変

更（28）

2 兼1

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い人文科学科目群「現
代文明論」から科目名変更

（27）
教育効果を図るため配当年次変

更（28）

国際研究C

2

21後・2・3・4前・後

フィールドワークB

2

国際研究B

 健康教育理論

TAPファシリテーションⅡ

複合領域研究203

ミクロ脳科学

Presentation Skills in English

Japanese Studies Overseas A

Japanese Studies Overseas B

Japanese Studies Overseas C

現代文化論

野外教育

マスメディアと社会

栄養学

複合領域研究201

複合領域研究202

TAPファシリテーションⅠ

担当兼担教員の役職変更に伴う

担当者変更（27）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（28）

1後・2・3・4前・後

フィールドワークA

1後・2・3・4前・後

環境教育ワークショップⅡ

コーオプ・プログラム

教育インターンシップD

インターンシップA

学
際
科
目
群

 複合領域研究

環境教育ワークショップⅠ

フィールドワークC

キャリア・マネジメント

国際研究A

プレゼンテーションスキル

病理学

生涯スポーツ演習

環境教育

スポーツ史

マクロ脳科学

健康スポーツ理論

インターンシップB

インターンシップC

 コープ・プログラム

インターンシップD

教育インターンシップA

教育インターンシップB

教育インターンシップC

　US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭ

　ﾗﾑ改編により科目追加（29）

10



必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2・3・4前・後 3 兼1

1・2・3・4前・後 3 兼1

100 兼24

62  兼19

50 1  兼18

0 42 0 0 0 0 0 0  兼14

0 兼4

1  兼3

0  兼4

1・2前・後 4 兼4

1後・2前・後

1 ・2 前・後

2後・3・4前・後

2 ・3 ・4 前・後

3・4前・後 4 兼2

3後・4前・後

3 ・4 前・後

日本語表現　101 1・2・3・4前・後

1 ・2 ・3 ・4 前

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1 兼13

1  兼15

0 52 0 0 0 0 0 0  兼12

学
際
科
目
群

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）

兼4ELF 102 1・2前・後 4

ELF 301

兼2

兼1

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目名変更（27）

－

4

2

フランス語　102

スペイン語　102

4

－

1・2・3・4後

25

ドイツ語　102

地域創生プロジェクトB

2
 日本語表現（JNL ）101

49

小計（21科目）

4

 日本語表現（JNL ）102

地域創生プロジェクトA

ELF 401

スペイン語　101

中国語　101

中国語　102

2・3・4前・後

兼1

フランス語　101

兼4

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目名及び配当年次

を変更（27）

ELF 402

地域創生プロジェクトC

地域創生プロジェクトD

地域創生プロジェクトE

地域創生プロジェクトF

ELF 202

28

1・2前・後 4

4

ELF 302

兼4

日本語表現　102

ドイツ語　101

ELF 201

言
語
表
現
科
目
群

ELF 101

小計（18科目）

　US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭ

　ﾗﾑ改編により科目追加（29）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

教育内容の充実を図るため担当

者変更（27）
教育体制の充実を図りクラスを
改編したことに伴う担当者変更

（29）

兼4
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

11



必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

3・4前 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

3・4前

2 ・3 ・4 前

2・3・4後 2 兼1

2・3・4前・後 2 兼1

2・3・4前 2 兼1

2・3後

2 ・3 前

2 前

3・4後 2 兼1

3・4前 2 兼1

2・3前

2 ・3 後

2・3・4後 2 兼1

3・4前

3 ・4 後

3 ・4 前

3・4前

3 ・4 後

3・4前

3 ・4 後

図書館情報資源概論 2・3後 2 兼1

2・3前 2 兼1

2・3・4後 1 兼1

2・3・4後 1 兼1

3・4前 1 兼1

2・3・4前 1 兼1

3・4後 1 兼1

2・3後

2 ・3 前

2・3前 2 兼1

2・3後 2 兼1

2 ・3 前 2  兼1

2 ・3 後 2  兼1

2 前 2  兼1

2後 2 兼1

3前

2 後

3 前 2  兼1

3 後 2  兼1

2・3後

3 前・後

2・3前 2 兼1

3 後 2  兼1

1 ・2 前 2  兼1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 兼1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2後 2 兼1

3前・後 3 兼1

兼18

66  兼19

0 74 0 0 0 0 0 0  兼17

－

兼1

2

兼1
教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

兼1
教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）

兼1

兼1

兼1

兼1

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（27）
教育課程編成の体系化を図るた

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目追加（27）

教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

学習指導と学校図書館 2

現代社会と社会教育 2

図書館情報技術論

生涯学習概論

図書館施設論

児童サービス論

学校図書館メディアの構成

社会教育計画

図書館概論

情報サービス演習A

情報サービス演習B

情報資源組織論

社会教育の基礎

情報資源組織演習A

情報メディアの活用

教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館教育論

博物館情報・メディア論

博物館実習

小計（40科目）

 視聴覚教育メディア論

 社会・教育調査

博物館概論

博物館経営論

博物館資料論

 社会教育計画Ⅱ

読書と豊かな人間性

資
格
関
連
科
目
群

学校経営と学校図書館

社会体育論

社会教育方法論

情報資源組織演習B

図書館情報資源特論

図書・図書館史

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目削除（27）

2

1

2

兼1

1

図書館制度・経営論

情報サービス論

2

社会教育実習

 現代社会と社会教育Ⅰ

 現代社会と社会教育Ⅱ

図書館サービス概論

社会教育課題研究

 社会教育計画Ⅰ

 社会教育演習

教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）

教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）
US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編に伴い配当年次変更（29）

2 兼1

ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ

・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
群
（

全
学
共
通
科
目
）

36

12



必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

3 兼0

2  兼1

1  兼0

3

2 1

1 2

0 4 0 3

1後・2前

1 後

1後・2前

1 後

1後・2前

1 後

2

1 2

0 4 0 3

1後 2 兼1

5

4 3 兼1

9 8 3 4  兼2

1 16 0 1 5 0 0 0  兼1

3

2 2

0 4

2

1 1

0 2

3 0 2 1

0 3 1 2

2前 2 1

未開講

2 前

2前・後

2 前

2前・後

2 前

2前・後

2 前

2前・後

2 前

2前・後

2 前

2前・後

2 前

1 0

0 1

2後 4 1

2後 2

2後 2

2後 2

29 7

6 23 6 4

3 26 0 4 6 0 0 0 兼0

School Internship C

2 1

2 1

1

履修希望者がいなかったため未

開講（28）
履修希望者がいなかったため未

開講（29）

4

Intercultural Communication A

小計（13科目）

Internship A

Internship B

Internship C

School Internship A

School Internship B

1前

－

Pre-departure Seminar 2前 1

松本博文准教授、ロ-ランド，

フィリップ准教授が教授に昇格

（27）
教育内容の充実を図るため担当

者追加（28）

0

Overseas Study C

2

2

2

English for Intercultural Communication A

English Grammar 2前 2

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）
教育内容の充実を図るため担当

者追加（28）
教育効果を図るため選択から必

修に変更（28）
教育内容の充実を図るため担当

者変更（29）

1Vocabulary Building B

1

松本博文准教授が教授に昇格

（27）
専任教員の新規採用に伴う担当

者追加（29）

－

World Studies 2前

2

English for General Communication

Integrated English Language Skills

Academic English Skills A

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）
教育効果を図るため選択から必

2後

1後
4 0

Overseas Study A

Overseas Study B

4

200

番
台
科
目

100

番
台
科
目

Vocabulary Building A

English for Academic Purposes B

1前

小計（7科目）

2

2

2

1

1

16

日本語表現演習

English for Academic Purposes A

Conflict Resolution

1

教育課程の充実を図るため配当
年次追加（29）

教育課程の充実を図るため科目

追加（29）

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

1

教育内容の充実を図るため担当

者追加（27）
教育内容の充実を図るため担当

者追加（28）
専任教員の新規採用に伴う担当

者変更（29）

1

1

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）
教育内容の充実を図るため担当

者追加（28）
教育効果を図るため選択から必

修に変更（28）

1

専
　
門
　
科
　
目
　
群

教育課程の充実を図るため配当年

次追加（29）

13



必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1 0

0 1

3前 4 1

1 0

0 1

3前 4 1

3前 4 1

3前 2

3前 2

3前 2

2 1

1 2

2 兼0

1 1  兼1

2 兼0

1 1  兼1

3後 4 1

1 0

0 1

3後 2 2 1

3 3

2 4

5

4 1

3 2

2 0

0 2

42 8

6 36 7 4 兼0

4 38 0 5 6 0 0 0  兼1

4前 2 1

1 1

0 2

4前 4 1

4前 4 1 2

3 3

2 4

1 0

0 1

4前 2 1

4前 1 1

4 1

3 2

4後 2 1

4後 2 1

1 0

0 1

4後 4 1

4後 4 1

3 0

2 1

3 3

2 4

1 0

0 1

4 1

3 2

2 0 7 4

0 2 5 6

2 43 7 4

0 45 0 5 6 0 0 0 兼0

松本博文准教授が教授に昇格

（27）

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

British and American Literature 3後・4前

Speech Workshop 3後

Regional Studies

2

ELT Seminar C

Teaching English at Elementary Schools

－

3前

Studies in ELT

Intercultural Communication B

4前

4前

教育効果を図るため選択から必

修に変更（28）

4後

Issues in English-speaking Cultures

ELF Communication Seminar C 4後

Issues in International Mobility A

4前

ELF Communication Seminar B

Discussion Workshop

English for Writing Research Papers

4

4

松本博文准教授が教授に昇格

（27）
専任教員の新規採用に伴う担当

者追加（29）

2

3前

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

－

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

松本博文准教授が教授に昇格

（27）

4後

Issues in English Linguistics 4後

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

4後 2

松本博文准教授、ロ-ランド，

フィリップ准教授が教授に昇格

（27）

2
松本博文准教授が教授に昇格

（27）

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

松本博文准教授が教授に昇格

（27）

Strategies for Global Communication

2

3後

Studies in ELF Communication

3前

Academic English Skills B

3前

English for Intercultural Communication B

2

Project Management Workshop

Issues in Second Language Acquisition

小計（14科目）

Global Communication

ELF Commuinication Seminar A

4後

小計（19科目）

400

番
台
科
目

English for Standardized Examinations

英語科指導法Ⅲ

英語科指導法Ⅱ

2

2
ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

2

2

Senior Project

300

番
台
科
目

English in Global Contexts

English for Academic Purposes (Advanced)

Issues in Applied Linguistics

Writing Workshop

2Multiculturalism in English-speaking Areas

2

17

Issues in Language and Society

Issues in International Mobility B

ELT Seminar B 4前

3後

2

ELT Seminar A

教育内容の充実を図るため科目

追加（29）

教育内容の充実を図るため担当

者変更（29）

松本博文准教授が教授に昇格

（27）

松本博文准教授が教授に昇格

（27）

2

ロ-ランド，フィリップ准教授が

教授に昇格（27）

専
　
門
　
科
　
目
　
群

英語科指導法Ⅰ 3後 4
専任教員の新規採用に伴う担当者

変更（29）

2
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

1・2・3・4前・後 2 兼1

1・2後

1 後

1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼2

2・3前・後 2 兼1

2・3前・後 2 兼2

3前・後 2 兼2

3前・後 2 兼1

兼1

 兼2

3・4後 2 兼1

3・4前・後 2 兼2

4後 2 1

1・2後 2 兼1

1・2後 2 兼1

1・2・3後 2 兼1

3後

1 ・2 ・3 後

1・2後 2 兼1

1・2後 2 兼1

1・2後 2 兼1

1・2後 兼1

1 ・2 前・後  兼2

0 1

1 0

0 1

1 0

2・3前

2 ・3 前・後

教職演習A 4前 1 兼1

教職演習B 4後 1 兼1

2・3・4前 2 兼1

2・3・4後

2 ・3 ・4 前・後

2・3・4前

2 ・3 ・4 前・後

兼28

 兼26

59 0  兼25

0 57 0 1 1 0 0 0  兼24

兼133

476  兼126

30 474 7 4  兼123

15 478 0 5 6 0 0 0  兼114

教
職
関
連
科
目
群

2・3前・後
道徳教育の理論と方法（中）

 道徳教育の理論と方法（中・高）

兼1

教育相談の理論と方法（中・高）

教育方法学（中・高）

受講者数との関係による開講ク

ラス減に伴う削除（27）
教育効果を図るため配当年次変

更（28）

教育行政学

体育

教育哲学

教育史概論

発達心理学

教職実践演習（中・高）

特別支援教育 2

2・3前・後

生徒・進路指導の理論と方法（中・高）

2

教育社会学

2

兼1

精神保健

29

小計（27科目）

230

合計（232科目）

教育課程編成論（中・高）

日本国憲法

教育原理

1 兼3
教育効果を図るため配当年次変

更（28）

教職概論

教育の制度と経営

教育心理学

US科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ

改編により科目名変更（27）

教育課程の充実を図るため科目

追加（28）

2 兼1
教育効果を図るため配当年次変

更（28）

－

－

教育内容の充実を図るため担当

者変更（29）

教育課程編成の体系化を図るた

め配当年次変更（28）

ｶﾘｷｭﾗﾑ改編に伴い配当年次変更

（29）

2

コンピュータと学習支援（中・高）

教育の方法と技術（中・高）

2

受講者数との関係による開講ク

ラス減に伴う削除（28）

ｶﾘｷｭﾗﾑ改編に伴い配当年次変更

（29）

学習・発達論

特別活動の理論と方法（中・高）

異文化理解と教育

兼1

生命と性の教育

教育実習（中学校）

教育実習（高等学校）

3後～4前

3後～4前

2

5

3

兼2

　　　・授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（注）・認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

        で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

278

15



16
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（２）授業科目数 

設 置 時 の 計 画 変  更  状  況 
備  考 

必 修 選 択 自 由 計（Ａ） 必 修 選 択 自 由 計 

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 US 科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ改編に

より 6 科目追加。 
専門科目のうち選択科目として配置し

ていた 5 科目を必修科目に変更（28） 
US 科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ改編に

より 6 科目追加。 
教育課程の充実を図るため、専門科目

に選択科目を 6 科目追加（29） 

11 221 0 232 16 262 0 278 

    ［＋5］ ［＋41］ ［±0］ ［＋41］ 

 
（注） ・未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［ ］内に，設置時の計画からの増

減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１） 

 
（３）未開講科目 

番号 授業科目名 単位数 
配当 

年次 

一般・ 

専門 

必修・ 

選択 
未開講の理由，代替措置の有無 

 該当なし      

       

       

 
（注） ・設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっ

ている授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してくだ

さい。 

・履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。 

・教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。 

 
（４）廃止科目 

 
（注） ・設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してくださ

い。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。 

・教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。 

 

 

番号 授業科目名 単位数 
配当 

年次 

一般・ 

専門 

必修・ 

選択 
廃止の理由，代替措置の有無 

１ 表現教育 2 2・3・4 前 一般 選択 

US 科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科

目削除（27） 
（削除 10 科目 ⇒ 追加 8 科目） 
 

２ 学習心理学 2 2・3・4 前 一般 選択 

３ 複合領域研究 2 2・3・4 前・後 一般 選択 

４ 社会教育計画Ⅰ 2 2・3 前 一般 選択 

５ 社会教育計画Ⅱ 2 2・3 後 一般 選択 

６ 社会教育演習 2 2 前 一般 選択 

７ 現代社会と社会教育Ⅰ 2 3 前 一般 選択 

８ 現代社会と社会教育Ⅱ 2 3 後 一般 選択 

９ 視聴覚教育メディア論 2 3 後 一般 選択 

10 社会・教育調査 2 1・2 前 一般 選択 

11 健康教育理論 2 2・3・4 後 一般 選択 
US 科目（全学共通科目）ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科

目削除（28） 
（削除 1 科目 ⇒ 追加 7 科目） 
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（５）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」 
 
 廃止科目については、US 科目（全学共通科目）のカリキュラム改編による。平成２７年度新入生からのカリキュラム

改正であったため、学生には全く支障は生じていない。（削除 10 科目 ⇒ 追加 8 科目）（27） 
 
廃止科目については、US 科目（全学共通科目）のカリキュラム改編による。平成２８年度新入生からのカリキュラム

改正であったため、学生には全く支障は生じていない。（削除 1 科目 ⇒ 追加 7 科目）（28） 
 

 
（注） ・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生へ

の周知方法」を記入してください。 

 
（６）「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合 

 
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計 

＝ 
11 

＝ 0.04 
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ） 232 

 
（注） ・小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。 

・「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

留意してください。 
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３ 施設・設備の整備状況，経費 

区  分 内  容 備 考 

（１） 区  分 専   用 共   用 
共用する他の 

学校等の専用 
計 

<共有する他の学校の名称> 
玉川学園高等部 795 人  
玉川学園中学部  795 人  
玉川学園小学部 1,200 人  
玉川学園幼稚部  190 人  
 
 
ｷｬﾝﾊﾟｽ隣接地
の処分。修学
環境に及ぼす
影響は全くな
い。（27） 
 
ｷｬﾝﾊﾟｽ隣接地
の処分。修学
環境に及ぼす
影響は全くな
い。（28） 

校

地

等 

校 舎 敷 地 0.00 ㎡ 345,867.43 ㎡ 0.00 ㎡ 345,867.43 ㎡ 

運 動場用地 0.00 ㎡ 58,264.56 ㎡ 0.00 ㎡ 58,264.56 ㎡ 

小 計 0.00 ㎡ 404,131.99 ㎡ 0.00 ㎡ 404,131.99 ㎡ 

そ の 他 0.00 ㎡ 
205,039.58 ㎡ 

0.00 ㎡ 
205,039.58 ㎡ 

205,041.58 ㎡ 205,041.58 ㎡ 
205,126.26 ㎡ 205,126.26 ㎡ 

合 計 0.00 ㎡ 
609,171.57 ㎡ 

0.00 ㎡ 
609,171.57 ㎡ 

609,173.57 ㎡ 609,173.57 ㎡ 
609,258.25 ㎡ 609,258.25 ㎡ 

（２）校   舎 

専   用 共   用 
共用する他の 

学校等の専用 
計 

大学全体 
 
新校舎の校舎
面積が建設計
画時より減少
し た た め 。
（27） 
 
建設及び解体
のため。修学
環境に及ぼす
影響は全くな
い。（28） 
 
 
解体及び用途
変更のため。
機能は既存校
舎に移転され
ており、修学
環境に及ぼす
影響は全くな
い。（29） 

123,580.50 ㎡   123,580.50 ㎡ 
139,134.93 ㎡   139,134.93 ㎡ 
138,814.67 ㎡   138,814.67 ㎡ 
139,155.05 ㎡ 0.00 ㎡ 0.00 ㎡ 139,155.05 ㎡ 

    

(123,580.50 ㎡)   (123,580.50 ㎡) 
(138,814.67 ㎡ )   (138,814.67 ㎡ ) 
(139,155.05 ㎡ ) ( 0.00 ㎡） ( 0.00 ㎡） (139,155.05 ㎡ ) 

（３） 

教室等 

講 義 室 演 習 室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設  
大学全体 
 
新校舎竣工及び既存教室の改修に伴い
室数が増減した。補助職員は専任職員
の退職に伴い減員となったが、パート
職員が配備されている。いずれも修学
環境に及ぼす影響は全くない。（27） 
 
既存教室の改修に伴い室数が増減した
が、就学環境に及ぼす影響は全くない。
補助職員数は、改修施設の運用に伴い
専任職員を配置した。（28） 
 
解体及び用途変更のため。機能は既存
校舎に移転されており、修学環境に及
ぼす影響は全くない。（29） 

107 室 
134 室 
146 室 
150 室 

69 室 
73 室 
46 室 
48 室 

224 室 
252 室 
250 室 
246 室 

6 室 
8 室 

     2 
(補助職員 3人) 

7 室 
2 室 

   2 
   1  

(補助職員 3人) 

（４）専任教員研究室 

新設学部等の名称 室 数 
専任教員を 1 名新規採用

したことに伴い研究室 1
室増加。（29） 文学部 英語教育学科 

12 
11室 
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（５） 
新設学部等 

の名称 

図書 

〔うち外国書〕 

冊 

学術雑誌 

〔うち外国書〕 

種 

 
視聴覚資料 機械・器具 標本 

大学全体 
 
新校舎竣工に伴

い教育の充実を

図り図書等を購

入した。また、

古い機械・器具

を中心に設備関

係の整理、処分

を実施した。い

ずれも授業で使

用していなかっ

たため、修学環

境に及ぼす影響

は 全 く な い 。

（27） 
教育の充実のた

め、図書等を購

入し、一部の図

書を整理、処分

した。 
視聴覚資料は整

理し、表記点数

の他に電子ブッ

ク（1,283 点）を

所蔵することと

した。いずれも

学生への影響は

全くない。（28） 
教育の充実のた

め、図書等を購

入。 
電子ｼﾞｬｰﾅﾙの算

出方法を文部科

学省による「学

術情報基盤実態

調査」に合わせ

たため数値は減

少となっている

が、学生への影

響は全くない。

（29） 

電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 

〔うち外国書〕 点 点 点 

図

書

・

設

備 文学部 

 英語教育学科 

      
 8,696〔2,184〕 11,048〔10,481〕    
 8,650〔2,161〕 39,008〔38,950〕   7 

965,814〔304,047〕 8,547〔2,151〕 21,487〔21,419〕 35,363 9,574 6 
      

(937,725〔300,880〕) (8,696〔2,184〕) (11,048〔10,481〕) (31,959) (9,463)  
(929,699〔299,709〕) (8,650〔2,161〕) (39,008〔38,950〕) (31,905) (8,791) ( 7 ) 
(935,990〔300,393〕) (8,605〔2,158〕) (34,023〔33,969〕) (34,227) (8,426) ( 4 ) 
(933,016〔299,025〕) (8,547〔2,151〕） (21,487〔21,419〕) (34,401) (9,574) ( 6 ) 

計 

      
 8,696〔2,184〕 11,048〔10,481〕    
 8,650〔2,161〕 39,008〔38,950〕   7 

965,814〔304,047〕 8,547〔2,151〕 21,487〔21,419〕 35,363 9,574 6 
      

(937,725〔300,880〕) (8,696〔2,184〕) (11,048〔10,481〕) (31,959) (9,463)  
(929,699〔299,709〕) (8,650〔2,161〕) (39,008〔38,950〕) (31,905) (8,791) ( 7 ) 
(935,990〔300,393〕) (8,605〔2,158〕) (34,023〔33,969〕) (34,227) (8,426) ( 4 ) 
(933,016〔299,025〕) (8,547〔2,151〕） (21,487〔21,419〕) (34,401) (9,574) ( 6 ) 

（６）図 書 館 

面 積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数 大学全体 
 
新校舎竣工に

伴 い 増 加 し
た。（27） 

9,022.42 1,040 1,301,220 冊 
8,944.59㎡ 1,038席 

（７）体 育 館 

面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要 
大学全体 
 
 

 

 
 

4,226.96 ㎡ 

名 称 所在地 設置年月 規 模  

屋内プール 
弓道場 
洋弓場 
ゴルフ場 

東京都町田市 
玉川学園六丁目 

１番１号 

昭和47年8月 
昭和41年9月 
昭和59年3月 
昭和38年4月 

2,766.30 ㎡ 
1,314.00 ㎡ 
2,053.00 ㎡ 
4,862.00 ㎡ 

（８） 

 

経 費

の 見

積 り

及 び

維 持

方 法

の 概

要 

経費 

の見 

積り 

区       分 開設年度 完成年度 区  分 開設前年度 開設年度 完成年度 図書及び設備
購入について
は、大学全体
の予算内での
調整のため当
該学科の予算
は減少した。
（27） 

教員１人当り研究費等 400 千円 400 千円 図書購入費 6,079 千円 5,270 千円 
6,000 千円 6,000 千円 

共 同 研 究 費 等 2,000 千円 2,000 千円 設備購入費 810 千円 0 千円 
700 千円 700 千円 

学生１人当り 

納付金 

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次 学生 1 人当り
の納付金は消
費税改正と、
留学プログラ
ムの確定に伴
い変更となっ
た。（27） 
 
留学授業料確
定に伴い、第 2
年次、3 年次、
4 年次の納付
金が変更とな
った。(28) 

 

1,565.2 千円 1,575.2 千円 1,585.2 千円 
― 千円 ― 千円 1,660.2 千円 1,532.2 千円 1,542.2 千円 1,552.2 千円 

1,635 千円 1,622 千円 1,632 千円 1,642 千円 

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入 等 
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（注） ・設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャン

パスに分かれている場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）

校舎」は大学全体の数字を，その他の 項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。） 

・運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入して

ください。 

・「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在

の数値を記入してください。 

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え

消し修正するとともに，その理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。 

なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてくだ

さい。 

・校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，

「建築等設置計画変更書」を併せて提出してください。 

・国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。 
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４　既設大学等の状況

備考

修業
年限

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

学位又
は称号

平均入
学定員
超過率

開設
年度

所在地

年 人 年次 人 倍

人

文学部

　国語教育学科 4 60 － 60 学士(文学) 1.20 平成29年度

　英語教育学科 4 80 － 240 学士(文学) 1.03 平成27年度

　人間学科 4 － － － 学士(文学) － 平成14年度 文学部人間学科は平成29
年4月より学生募集停止

　比較文化学科 4 － － － 学士(文学) － 平成18年度 文学部比較文化学科は平
成27年4月より学生募集

停止

農学部

　生産農学科 4 165 － 165 学士(農学) 1.00 平成29年度

　環境農学科 4 70 － 70 学士(農学) 0.72 平成29年度

　先端食農学科 4 70 － 70 学士(農学) 1.01 平成29年度

　生物資源学科 4 － － － 学士(農学) － 昭和24年度 農学部生物資源学科は平
成27年4月より入学定員

変更
90→105

　生物環境ｼｽﾃﾑ学科 4 － － － 学士(農学) － 平成17年度 農学部生物環境ｼｽﾃﾑ学科
は平成27年4月より入学

定員変更
60→70

　生命化学科 4 － － － 学士(農学) － 平成17年度 農学部生命化学科は平成
27年4月より入学定員変

更
100→110

工学部

　情報通信工学科 4 60 － 60 学士(農学) 1.05 平成29年度

　ｿﾌﾄｳｪｱｻｲｴﾝｽ学科 4 60 － 250 学士(工学) 1.37 平成20年度 工学部ｿﾌﾄｳｪｱｻｲｴﾝｽ学科
は平成27年4月より入学

定員変更
70→60

　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｴﾝｽ学科 4 60 － 250 学士(工学) 1.49 平成16年度 工学部ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｴﾝｽ学科
は平成27年4月より入学

定員変更
70→60

　ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 60 － 180 学士(工学) 0.85 平成27年度

　機械情報ｼｽﾃﾑ学科 4 － － 220 学士(工学) － 平成20年度 工学部機械情報ｼｽﾃﾑ学科
は平成27年4月より入学

定員変更
100→60

大学の名称

既設学部等の名称

　玉　川　大　学

東京都町田
市玉川学園
六丁目1番1

号
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修業
年限

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

学位又
は称号

平均入
学定員
超過率

開設
年度

所在地

年 人 年次 人 倍

人

経営学部

　国際経営学科 4 130 － 520 学士(経営学) 1.30 平成13年度

教育学部

　教育学科 4 240 － 960 学士(教育学) 1.20 平成14年度

　乳幼児発達学科 4 75 － 275 学士(教育学) 1.17 平成15年度 教育学部乳幼児発達学科
は平成27年4月より入学

定員変更
50→75

芸術学部

　ﾊﾟﾌｫｰﾐﾝｸﾞ・ｱｰﾂ学科 4 130 － 520 学士(芸術学) 1.07 平成14年度 芸術学部ﾊﾟﾌｫｰﾐﾝｸﾞ・ｱｰﾂ
学科は平成26年4月より

入学定員変更
120→130

　ﾒﾃﾞｨｱ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 90 － 360 学士(芸術学) 1.12 平成26年度

　芸術教育学科 4 50 － 200 学士(芸術学) 1.10 平成26年度

　 音楽コース 4 30 － 120 学士(芸術学) 1.28

　 美術・工芸コース 4 20 － 80 学士(芸術学) 0.82

　ﾒﾃﾞｨｱ・ｱｰﾂ学科 4 － － － 学士(芸術学) － 平成18年度 芸術学部ﾒﾃﾞｨｱ・ｱｰﾂ学科
は平成26年4月より学生

募集停止

　ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ・ｱｰﾂ学科 4 － － － 学士(芸術学) － 平成14年度 芸術学部ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ・ｱｰﾂ学
科は平成26年4月より学

生募集停止

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

　ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学科 4 160 － 640 学士(ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ) 1.14 平成19年度

観光学部

　観光学科 4 90 － 360 学士(観光学) 1.26 平成25年度

教育学部

4 1,500 － 6,000 学士(教育学) 0.04 平成14年度

既設学部等の名称

東京都町田
市玉川学園
六丁目1番1

号

　教育学科通信教育課程
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備考

修業
年限

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

学位又
は称号

平均入
学定員
超過率

開設
年度

所在地

年 人 年次 人 倍

人

文学研究科

　人間学専攻 2 5 － 10 修士(文学) 0.10 平成22年度

　 （修士課程）

　英語教育専攻 2 7 － 14 修士(文学) 0.63 平成22年度

　 （修士課程）

農学研究科

　資源生物学専攻 2 12 － 24 修士(農学) 0.87 昭和52年度

　 （修士課程）

　資源生物学専攻 3 4 － 12 博士(農学) 0.25 昭和54年度

　 （博士課程後期）

工学研究科

　機械工学専攻 2 16 － 32 修士(工学) 0.09 昭和42年度

　 （修士課程）

　電子情報工学専攻 2 16 － 32 修士(工学) 0.18 昭和42年度

　 （修士課程）

　ｼｽﾃﾑ科学専攻 3 3 － 9 博士(工学) 0.11 平成19年度

　 （博士課程後期）

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科

　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 2 7 － 14 修士(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 0.35 平成17年度

　 （修士課程）

教育学研究科

　教育学専攻 2 10 － 20 修士(教育学) 1.40 平成18年度

　 （修士課程）

　教職専攻 2 20 － 40 教職修士(専門職) 1.07 平成20年度

　 （専門職学位課程）

脳科学研究科

　心の科学専攻 2 5 － 10 修士(工学) 0.60 平成26年度

　 （修士課程） 修士(学術)

　脳科学専攻 3 3 － 9 博士(工学) 0.25 平成26年度

　 （博士課程後期） 博士(学術)

東京都町田
市玉川学園
六丁目1番1

号

　玉　川　大　学　大　学　院大学の名称

既設学部等の名称
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（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。



５ 教員組織の状況

＜　文学部　英語教育学科　＞

（１）　担当教員表

 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

ｵﾀﾞ　ﾏｻｷ ELF 101
専 教授 小田　眞幸 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ

兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成29年4月 ELF 101
（祐乗坊　由利）

〔全学共通科目〕

Conflict Resolution

Studies in ELT

Studies in ELF Communication

English in Global Contexts

Global Communication

ELT Seminar A

Issues in Applied Linguistics

ELT Seminar B

ELT Seminar C

Senior Project

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

27



 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾀﾝｼﾞ 一年次セミナー101 ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ 一年次セミナー101
専 教授 丹治　めぐみ 平成27年4月 専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

一年次セミナー102 一年次セミナー102
〔全学共通科目〕

English for Academic Purposes A

English for Academic Purposes B

ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ

専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月 English for Academic Purposes B

Pre-departure Seminar

Internship A

Internship B

Internship C

Academid English Skills A

Academid English Skills B

Multiculturalism in English-speaking Areas

Regional Studies

ELT Seminar A

British and American Literature※

English for Standardized Examinations

ELT Seminar B

Issues in English-speaking Cultures

ELT Seminar C

Senior Project

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育課程の充実を図るため
科目追加（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者追加（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾏﾐ 一年次セミナー101
専 教授 中嶋　真美 平成27年4月

一年次セミナー102
 玉川の教育

〔全学共通科目〕

ｵｵﾀ　ﾐﾎ

専 准教授 太田　美帆 平成29年4月 玉川の教育
〔全学共通科目〕

World Studies※

Regional Studies

ELF Commuinication Seminar A

Issues in International Mobility A

Project Management Workshop

ELF Communication Seminar B

ELF Communication Seminar C

Senior Project

ﾋﾀﾞｲ　ｼｹﾞﾕｷ Vocabulary Building A
専 教授 日臺　滋之 平成27年4月

（日　滋之） 英語科指導法Ⅰ※

ELT Seminar A

ELT Seminar B

英語科指導法Ⅲ

Teaching English at Elementary Schools

ELT Seminar C

Senior Project

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者追加（27）

29



 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾐﾝﾏ　ｼﾉﾌﾞ 一年次セミナー101
専 教授 三馬　志伸 平成27年4月 〔全学共通科目〕

一年次セミナー102
〔全学共通科目〕

Vocabulary Building A

Vocabulary Building B

School Internship A

School Internship B

School Internship C

English for General Communication

ELF Commuinication Seminar A

British and American Literature※

ELF Commuinication Seminar B

Issues in English-speaking Cultures

ELF Communication Seminar C

Senior Project

教育実習（中学校） ｸﾄﾞｳ　ﾖｳｼﾞ 教育実習（中学校）

専 准教授 工藤　洋路 平成29年4月

教育実習（高等学校） 教育実習（高等学校）

ｵｵﾀ　ﾐﾎ 一年次セミナー101
専 准教授 太田　美帆 平成27年4月

一年次セミナー102

玉川の教育
〔全学共通科目〕

Overseas Study A

Overseas Study B

Overseas Study C

Pre-departure Seminar

World Studies※

ELF Commuinication Seminar A

Project Management Workshop

ELF Communication Seminar B

Issues in International Mobility B

ELF Communication Seminar C

Senior Project

平成29年4月
教育課程の充実を図るため
科目追加（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育体制の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者追加（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｸﾄﾞｳ　ﾖｳｼﾞ 一年次セミナー101 ﾐﾝﾏ　ｼﾉﾌﾞ 一年次セミナー101
専 准教授 工藤　洋路 平成27年4月 専 教授 三馬　志伸 平成28年4月 〔全学共通科目〕

一年次セミナー102 一年次セミナー102
〔全学共通科目〕

ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ

English for Academic Purposes A 専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月 English for Academic Purposes A

English Grammar

Integrated English Language Skills

English for Writing Research Papers

英語科指導法Ⅰ※

ELT Seminar A

英語科指導法Ⅱ

Writing Workshop

ELT Seminar B

ELT Seminar C

Senior Project

教職実践演習（中・高）

教育実習（中学校）

教育実習（高等学校）

玉川の教育

専 准教授 ゴッタルド，マルコ 平成27年4月 〔全学共通科目〕

宗教学
〔全学共通科目〕

English for Academic Purposes B

Pre-departure Seminar

Intercultural Communication A

Intercultural Communication B

Multiculturalism in English-speaking Areas

Regional Studies

ELF Commuinication Seminar A

Project Management Workshop

ELF Communication Seminar B

ELF Communication Seminar C

Senior Project

平成28年4月
教育体制の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育課程の充実を図るため
科目追加（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｽｽﾞｷ　ｱﾔｺ English for Academic Purposes A

専 准教授 鈴木　彩子 平成27年4月

English for Academic Purposes B

Pre-departure Seminar

Strategies for Global Communication

English in Global Contexts

ELF Commuinication Seminar A

ELF Communication Seminar B

Issues in Language and Society

ELF Communication Seminar C

Senior Project

ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾌﾞﾐ ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾌﾞﾐ 国際研究A
専 准教授 松本　博文 平成27年4月 専 教授 松本　博文 平成27年4月 〔全学共通科目〕

国際研究B
〔全学共通科目〕

国際研究C
〔全学共通科目〕

国際研究D
〔全学共通科目〕

国際研究E
〔全学共通科目〕

国際研究F
〔全学共通科目〕

Pre-departure Seminar

English Grammar

English for Academic Purposes (Advanced)

English in Global Contexts

ELT Seminar A

Issues in Second Language Acquisition

ELT Seminar B

Issues in English Linguistics

ELT Seminar C

Senior Project

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
菊池重雄教授の役職変更に
伴う担当者変更（27）

平成28年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（28）

平成29年4月
教育課程の充実を図るため
科目追加（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

English for Academic Purposes A

専 准教授 ローランド，フィリップ 平成27年4月 専 教授 ローランド，フィリップ 平成27年4月

English for Academic Purposes B

ﾀﾝｼﾞ

Pre-departure Seminar 専 教授 丹治　めぐみ 平成29年4月 Pre-departure Seminar

World Studies※

English for Intercultural Communication A

English for Intercultural Communication B

Multiculturalism in English-speaking Areas

Speech Workshop

ELF Commuinication Seminar A

Writing Workshop

ELF Communication Seminar B

Discussion Workshop

Issues in English-speaking Cultures

ELF Communication Seminar C

Senior Project

ｱﾝﾄﾞｳ　ﾏｻｷ 特別支援教育

兼担 教授 安藤　正紀 平成27年4月

ｲｿﾑﾗ　ﾖｼｶｽﾞ ミクロ脳科学

兼担 教授 礒村　宜和 平成27年4月

ｻﾄｳ　ﾕｷ

ｲﾜﾀ　ｹｲｺ 心理学 兼担 准教授 佐藤　由紀 平成27年4月 心理学

兼担 教授 岩田　恵子 平成27年4月 （小島　由紀）
〔全学共通科目〕

ｵｵｷ　ｴｲｲﾁ インターンシップA
兼担 教授 大木　栄一 平成29年4月 〔全学共通科目〕

インターンシップB
〔全学共通科目〕

インターンシップC
〔全学共通科目〕

インターンシップD
〔全学共通科目〕

キャリア・マネジメント

ｵｵｸﾎﾞ　ﾋﾃﾞﾄｼ エネルギー科学

兼担 教授 大久保　英敏 平成28年4月

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｼﾛﾀ　ﾄｼﾋｺ

ｵｶﾓﾄ　ﾕｳｲﾁﾛｳ 科学技術社会論 兼任 講師 代田　利彦 平成29年4月 科学技術社会論

兼担 教授 岡本　裕一朗 平成28年4月 （荻原　利彦）
〔全学共通科目〕

人工知能と社会
〔全学共通科目〕

ｵｻﾉ　ｹｲ 音楽Ⅰ

兼担 教授 小佐野　圭 平成27年4月

音楽Ⅱ

フィールドワークA ｺﾔﾏ　ﾕｳｲﾁﾛｳ フィールドワークA
兼担 准教授 小山　雄一郎 平成27年4月 〔全学共通科目〕

フィールドワークB フィールドワークB
〔全学共通科目〕

フィールドワークC フィールドワークC
〔全学共通科目〕

ｶｷｻﾞｷ　ﾋﾛﾀｶ 博物館経営論

兼担 教授 柿﨑　博孝 平成28年4月

ｶﾄｳ　ｴﾂｺ 美術史

兼担 教授 加藤　悦子 平成27年4月

博物館概論

博物館実習

ｶﾜｻｷ　ﾄｼｷ 生涯スポーツ演習

兼担 教授 川崎　登志喜 平成27年4月 ﾄﾐﾀ　ｺｳｽｹ

スポーツ史 兼任 講師 冨田　幸祐 平成28年4月 スポーツ史
〔全学共通科目〕

ﾑﾗｶﾐ　ﾋﾃﾞｱｷ

社会体育論  兼任  講師  村上　秀明  平成27 年4 月  社会体育論
〔全学共通科目〕

ｶﾜｻｷ　ﾄｼｷ

兼担 教授 川崎　登志喜 平成29年4月 社会体育論
〔全学共通科目〕

体育

ｶﾜﾓﾘ　ｼｹﾞﾋﾛ 科学入門※

兼担 教授 川森　重弘 平成27年4月

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｽｽﾞｷ

ｷｸﾁ　ｼｹﾞｵ 比較文化論  兼担  教授  鈴木　シルヴィ  平成27 年4 月  比較文化論

兼担 教授 菊池　重雄 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾓﾘ　ﾖｼｶｽﾞ

 兼担  教授  森　良和  平成28 年4 月  比較文化論
〔全学共通科目〕

ﾀﾅﾍﾞ

兼任 講師 田邊　まどか 平成29年4月 比較文化論
〔全学共通科目〕

複合領域研究  複合領域研究
〔全学共通科目〕

国際研究A ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾌﾞﾐ 国際研究A
専 教授 松本　博文 平成27年4月 〔全学共通科目〕

国際研究B 国際研究B
〔全学共通科目〕

国際研究C 国際研究C
〔全学共通科目〕

ｸﾛﾀﾞ　ｷﾖｼ 物理学入門

兼担 教授 黒田　潔 平成27年4月

物理学実践  物理学実践

実践の物理学
〔全学共通科目〕

科学入門※

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｺﾄ 学習・発達論

兼担 教授 小林　亮 平成28年4月 ｷｳﾁ　ｱｷ

教育相談の理論と方法（中・高） 兼任 講師 木内　亜紀 平成29年4月 教育相談の理論と方法（中・高）

ﾏﾂﾅｶﾞ ﾐﾂｵ
ｺﾊﾞﾔｼ　ﾕｷｵ 法学 兼任 講師 松永　光雄 平成28年4月 法学

兼担 教授 小林　幸夫 平成27年4月 〔全学共通科目〕

政治学
〔全学共通科目〕

日本国憲法

ﾊﾗﾀﾞ ﾏﾘ
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾖｳｺ 精神保健 兼担 教授 原田　眞理 平成28年４月 精神保健

兼担 教授 近藤　洋子 平成28年4月

生命と性の教育

ﾋﾀﾞ　ｴｲｷ

ｻｶｶﾞﾐ　ﾏｻﾐﾁ マクロ脳科学 兼担 教授 樋田　栄揮 平成27年4月 マクロ脳科学

兼担 教授 坂上　雅道 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｻｶﾉ　ｼﾝｼﾞ 教育の制度と経営 ﾔﾏﾀﾞ ﾄﾓｺ 教育の制度と経営

兼担 教授 坂野　慎二 平成27年4月 兼任 講師 山田　朋子 平成28年4月

教育課程編成論（中・高）  教育課程編成論（中・高）

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾕﾐｺ

兼任 講師 川口　有美子 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

ﾔﾏﾀﾞ ﾄﾓｺ
教育行政学 兼任 講師 山田　朋子 平成28年4月 教育行政学

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編に伴い科目名及び
配当年次変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
坂野慎二教授の国外研修（1
年）派遣に伴い変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
坂野慎二教授の国外研修（1
年）派遣に伴い変更（28）

平成27年4月
菊池重雄教授の役職変更に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
菊池重雄教授の役職変更に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｻｸﾏ　ﾋﾛﾕｷ 全人教育論

兼担 教授 佐久間　裕之 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾔﾏｸﾞﾁ　ｹｲｽｹ

教職概論 兼担 教授 山口　圭介 平成27年4月 教職概論

教育原理

道徳教育の理論と方法（中・高）  道徳教育の理論と方法（中）

ﾔﾏｸﾞﾁ　ｹｲｽｹ

 兼担  教授  山口　圭介  平成28 年4 月  道徳教育の理論と方法（中）

ﾔﾏﾓﾄ　ﾂﾖｼ

兼任 講師 山本　剛史 平成29年4月 道徳教育の理論と方法（中）

教育哲学

ｻﾄｳ　ｼｹﾞｵ 外国文学

兼担 教授 佐藤　成男 平成27年4月

ｼｭ　ｺｳﾄｳ 中国語 101 ｺﾞ　ﾁｭｳﾐﾂ 中国語 101
兼担 教授 朱　浩東 平成27年4月 兼任 講師 呉　仲密 平成27年4月 〔全学共通科目〕

中国語 102 中国語 102
〔全学共通科目〕

ｽｽﾞｷ　ﾔｽﾕｷ コープ・プログラム コーオプ・プログラム

兼担 教授 鈴木　康之 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ｿﾔﾏ　ﾂﾖｼ 観光学入門

兼担 教授 曽山　毅 平成27年4月

ﾀｶｼﾏ　ｼﾞﾛｳ 体育

兼担 教授 高島　二郎 平成27年4月

ﾀｶﾋﾗ　ｻﾕﾘ 教育心理学

兼担 教授 高平　小百合 平成27年4月

発達心理学

ﾀﾞｻﾞｲ　ﾋｻｵ 表現教育  表現教育

兼担 教授 太宰　久夫 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ﾀﾆ　ｶｽﾞｷ 教育の方法と技術（中・高）

兼担 教授 谷　和樹 平成27年4月

教育方法学（中・高）  教育方法学（中・高）

ﾀﾊﾗ　ｼｭﾝｼﾞ 教育相談の理論と方法（中・高）

兼担 教授 田原　俊司 平成29年4月

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
ｶﾘｷｭﾗﾑ改編のため科目名変
更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
受講者数との関係による開
講クラス減に伴う担当者削
除（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目名変更
（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｵﾀﾞ　ﾏｻｷ

ELF 101  専  教授  小田　眞幸  平成27 年4 月 ELF 101
兼担 教授 トウ, グレン 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（トウ, グレン クーン ピング） ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ

兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成29年4月 ELF 101
（祐乗坊　由利）

〔全学共通科目〕

ｲﾏｲ　ﾐﾂｺ

ELF 102 兼担 助教 今井　光子 平成28年4月 ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 201 兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 ELF 201
〔全学共通科目〕

ELF 202  兼担  助教  ミリナー，ブレット  平成27 年4 月 ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 202
兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ELF 301 ELF 301
〔全学共通科目〕

兼任 講師 バアル，ブレア 平成29年4月 ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302 兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 ELF 302
〔全学共通科目〕

ELF 401 ELF 401
兼担 助教 スー，ジェシー 平成29年4月 〔全学共通科目〕

ELF 402 ELF 402
〔全学共通科目〕

Multiculturalism in English-speaking Areas 専 教授 ローランド，フィリップ 平成29年4月 Multiculturalism in English-speaking Areas

ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ

英語科指導法Ⅰ※ 専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月 英語科指導法Ⅰ※

ﾄﾐﾅｶﾞ　ｼﾞｭﾝｲﾁ ﾄﾐﾅｶﾞ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

兼担 教授 富永　順一 平成28年4月 兼担 教授 富永　順一 平成27年4月 〔全学共通科目〕

自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

情報メディアの活用

コンピュータと学習支援（中・高）

ﾅｶﾑﾗ　ｻﾄｼ 歴史（世界）

兼担 教授 中村　聡 平成27年4月

ﾆﾜﾉ　ﾋﾛｴ 病理学

兼担 教授 庭野　裕恵 平成29年4月

（庭野　裕惠）

ﾉﾓﾄ　ﾕｷｵ 音楽史

兼担 教授 野本　由紀夫 平成27年4月

音楽理論

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾊｼﾓﾄ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 情報管理論

兼担 教授 橋本　順一 平成28年4月

ﾅｶﾔﾏ　ﾂﾖｼ

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾖｳｼﾞ 玉川の教育  兼担  教授  中山　剛史  平成27 年4 月  玉川の教育

兼担 教授 長谷川　洋二 平成27年4月 〔全学共通科目〕

専 准教授 ゴッタルド，マルコ 平成28年4月 玉川の教育
〔全学共通科目〕

ｻｸﾏ　ﾋﾛﾕｷ

全人教育論 兼担 教授 佐久間　裕之 平成28年4月 全人教育論
〔全学共通科目〕

ﾓﾘﾔﾏ　ｹﾝｲﾁ 教育の方法と技術（中・高）  教育の方法と技術（中・高）

兼担 教授 森山　賢一 平成28年4月

（都築　賢一）

ﾔｷﾞﾊｼ　ﾉﾌﾞﾋﾛ 歴史（日本）

兼担 教授 八木橋　伸浩 平成27年4月 ｳﾉ　ｹｲ

博物館資料論 兼担 准教授 宇野　慶 平成29年4月 博物館資料論
〔全学共通科目〕

ﾔﾏｸﾞﾁ　ｵｷﾄﾓ 教育原理

兼担 教授 山口　意友 平成27年4月

道徳教育の理論と方法（中・高） 道徳教育の理論と方法（中）

ﾔﾏﾀﾞ　ﾅﾂｷ

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾏｻﾋｺ 日本文学  兼任  講師  山田　夏樹  平成27 年４月  日本文学

兼担 教授 渡邉　正彦 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾏｻﾋｺ

兼担 教授 渡邉　正彦 平成29年4月 日本文学
〔全学共通科目〕

 日本語表現 101
ｲｼﾃﾞ　ﾔｽｵ 〔全学共通科目〕

 兼任  講師  石出　靖雄  平成28 年４月  日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ｱﾘｹﾞﾝﾀﾝ 人間関係論

兼担 准教授 有源探 ジェラード 平成28年4月

現代文化論
〔全学共通科目〕

ｲﾁｶﾜ　ﾅｵｺ 科学入門※

兼担 准教授 市川　直子 平成27年4月 ｶﾂﾏﾀ　ﾉﾌﾞﾕｷ

環境教育 兼任 講師 勝又　暢之 平成28年４月 環境教育
〔全学共通科目〕

ｲﾄｳ　ﾘｮｳｼﾞ 会計学

兼担 准教授 伊藤　良二 平成27年4月

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
林卓行兼担教授の退職（平
成29年3月自己都合のため）

に伴い変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科目名変
更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
受講者数との関係による開
講クラス減に伴う削除
（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考
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氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｲﾏｵ　ﾖｼｵ ｲﾏｵ　ﾖｼｵ

兼担 准教授 今尾　佳生 平成27年4月 兼担 教授 今尾　佳生 平成27年4月

ｵﾊﾞﾗ ｶｽﾞﾋﾄ
教職概論  兼担  准教授  小原　一仁  平成28 年4 月  教職概論

ﾔﾏﾀﾞ　ﾄﾓｺ

兼任 講師 山田　朋子 平成29年4月 教職概論

ﾏﾂｵ　ﾄﾓｱｷ

教育課程編成論（中・高）  兼任  講師  松尾　知明  平成28 年4 月  教育課程編成論（中・高）

ｵﾉ

兼任 講師 小野　まどか 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

ｴﾘｸﾞﾁ　ｶﾝﾄﾞｳ 教育の制度と経営 ｴﾘｸﾞﾁ　ｶﾝﾄﾞｳ

兼担 准教授 江里口　歡人 平成28年4月 兼担 教授 江里口　歡人 平成27年4月

ｵｵﾀ　ﾋﾛｷ 社会・教育調査  社会・教育調査

兼担 准教授 太田　拓紀 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｺｼﾞﾏ ｻｴｺ
教育社会学 兼担 准教授 小島　佐恵子 平成27年4月 教育社会学

（宮﨑　佐恵子）

ｵｵﾀﾆ　ﾁｴ 異文化理解と教育

兼担 准教授 大谷　千恵 平成28年4月

ｵｵｶﾜ　ﾀｶｺ

ｶｻｲ　ﾕﾐｺ 学校経営と学校図書館 兼任 講師 大川　孝子 平成27年4月 学校経営と学校図書館

兼担 准教授 河西　由美子 平成28年4月 〔全学共通科目〕

学習指導と学校図書館 ﾖﾈﾔ　ｼｹﾞﾉﾘ

 兼任  講師  米谷　茂則  平成27 年4 月  学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性 〔全学共通科目〕

ｵｵｶﾜ　ﾀｶｺ

兼任 講師 大川　孝子 平成29年4月 学習指導と学校図書館
〔全学共通科目〕

ﾖﾈﾔ　ｼｹﾞﾉﾘ

 兼任  講師  米谷　茂則  平成27 年4 月  読書と豊かな人間性
〔全学共通科目〕

ﾏﾂﾔﾏ　ｲﾜｵ

兼担 准教授 松山　巌 平成29年4月 読書と豊かな人間性

（安藤　巌）
〔全学共通科目〕

図書館施設論 ﾏﾂﾔﾏ　ｲﾜｵ  図書館施設論

 兼担  准教授  松山　巌  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

情報サービス論 （安藤　巌）  情報サービス論
〔全学共通科目〕

ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ 図書館施設論

兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 〔全学共通科目〕

情報サービス論
〔全学共通科目〕

視聴覚教育メディア論  視聴覚教育メディア論
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
太田拓紀助教の退職に伴う
担当者変更（27）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）
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年月

職名

ﾔﾏｼﾅ　ﾅｵｺ

ｶﾂｵ　ｱｷﾋﾄ 科学史 兼任 講師 山科　直子 平成28年４月 科学史

兼担 准教授 勝尾　彰仁 平成28年4月 〔全学共通科目〕

名著講読（自然科学）
〔全学共通科目〕

ｶﾝﾉ　ｶｽﾞｵ 博物館資料保存論

兼担 准教授 菅野　和郎 平成28年4月

ﾐﾔﾅｶﾞ　ﾉｿﾞﾐ

ｸｻｶ　ﾖｼｱｷ 解析学入門 兼任 講師 宮永　望 平成27年4月 解析学入門

兼担 准教授 日下　芳朗 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｺﾔﾏ　ﾕｳｲﾁﾛｳ

統計学入門 兼担 准教授 小山　雄一郎 平成27年4月 統計学入門
〔全学共通科目〕

ｸﾄﾞｳ　ﾜﾀﾙ 健康教育

兼担 准教授 工藤　亘 平成27年4月 ｽｽﾞｷ　ｼﾞｭﾝﾔ

健康スポーツ理論 兼担 助教 鈴木　淳也 平成28年４月 健康スポーツ理論
〔全学共通科目〕

体育

ﾎｱｼ　ﾃﾂﾔ

ｺｼﾞﾏ　ｻｴｺ 二年次セミナー201 兼担 助教 帆足　哲哉 平成29年4月 二年次セミナー201
兼担 准教授 小島　佐恵子 平成28年4月 〔全学共通科目〕

（宮﨑　佐恵子）

ﾎｱｼ　ﾃﾂﾔ

三年次セミナー302 兼担 助教 帆足　哲哉 平成28年4月 三年次セミナー302
〔全学共通科目〕

 社会科学アカデミックスキルズ（リーディング）

〔全学共通科目〕

ﾔｳﾁ　ｺﾄｴ

兼任 講師 矢内　琴江 平成29年4月 社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

 社会科学アカデミックスキルズ（ライティング）

〔全学共通科目〕

ﾔｳﾁ　ｺﾄｴ

兼任 講師 矢内　琴江 平成29年4月 社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

教育社会学

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
太田拓紀助教の退職に伴う
担当者変更（27）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 
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担当授業科目名 職名
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氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｺﾀﾍﾞ　ｼﾝｲﾁ ｺﾀﾍﾞ　ｼﾝｲﾁ

兼担 准教授 小田部　進一 平成27年4月 兼担 教授 小田部　進一 平成27年4月

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾏﾐ

玉川の教育  専  教授  中嶋　真美  平成27 年4 月  玉川の教育
〔全学共通科目〕

ｵｵﾀ　ﾐﾎ

専 准教授 太田　美帆 平成29年4月 玉川の教育
〔全学共通科目〕

宗教学 専 准教授 ゴッタルド，マルコ 平成28年4月 宗教学
〔全学共通科目〕

世界の宗教と文化
〔全学共通科目〕

キリスト教学

ﾋｶﾞｼ ｶｽﾞｱｷ
ｻﾄｳ　ｶｽﾞｵﾐ 科学入門※ 兼担 教授 東岸　和明 平成28年4月 科学入門※

兼担 准教授 佐藤　一臣 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｱｵｷ ｱﾂｵ
ｻﾄｳ　ﾕｷ ことばと文化 兼担 教授 青木　敦男 平成27年4月 ことばと文化

兼担 准教授 佐藤　由紀 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（小島　由紀）

コミュニケーション論
〔全学共通科目〕

心理学
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾑﾗ　ｶｵﾘ ﾅｶﾑﾗ　ｶｵﾘ ボランティア概論

兼担 准教授 中村　香 平成28年4月 兼担 教授 中村　香 平成27年4月 〔全学共通科目〕

生涯学習概論
〔全学共通科目〕

社会教育計画Ⅰ  社会教育計画Ⅰ
〔全学共通科目〕

社会教育計画Ⅱ  社会教育計画Ⅱ
〔全学共通科目〕

社会教育実習
〔全学共通科目〕

社会教育課題研究
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾔﾏ　ﾂﾖｼ ﾅｶﾔﾏ　ﾂﾖｼ  玉川の教育

兼担 准教授 中山　剛史 平成27年4月 兼担 教授 中山　剛史 平成27年4月 〔全学共通科目〕

専 准教授 ゴッタルド，マルコ 平成28年4月 玉川の教育
〔全学共通科目〕

哲学

ﾈｶﾞﾐ　ｱｷﾗ ピアリーダー ﾈｶﾞﾐ　ｱｷﾗ

兼担 准教授 根上　明 平成27年4月 兼担 教授 根上　明 平成27年4月

環境教育ワークショップⅠ

環境教育ワークショップⅡ

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
昇格による変更（27）
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
昇格による変更（27）
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾊﾞﾊﾞ　ｼﾝｼﾞ 音楽Ⅰ

兼担 准教授 馬場　眞二 平成27年4月

音楽Ⅱ

ﾊﾔｼ　ﾀｶﾕｷ 美術理論 ﾊﾔｼ　ﾀｶﾕｷ

兼担 准教授 林　卓行 平成27年4月 兼担 教授 林　卓行 平成27年4月

 現代文化論
〔全学共通科目〕

ｱﾘｹﾞﾝﾀﾝ

兼担 准教授 有源探 ジェラード 平成29年4月 現代文化論
〔全学共通科目〕

ﾊﾗﾉ　ｹﾝｲﾁ 生物学入門 ﾊﾗﾉ　ｹﾝｲﾁ

兼担 准教授 原野　健一 平成27年4月 兼担 准教授 原野　健一 平成29年4月

ﾐｽﾞﾉ　ﾀｶﾄｼ 科学入門※

兼担 准教授 水野　貴俊 平成27年4月

ﾔﾏｼﾀ　ﾏｺﾄ ﾔﾏｼﾀ　ﾏｺﾄ

兼担 准教授 山下　誠 平成28年4月  兼担  教授  山下　誠  平成27 年4 月

健康教育理論  健康教育理論
〔全学共通科目〕

ﾔﾏﾀﾞ　ﾉﾌﾞﾕｷ 健康教育

兼担 准教授 山田　信幸 平成27年4月

ﾔﾏﾀﾞ　ﾏｻﾄｼ 経営学

兼担 准教授 山田　雅俊 平成27年4月

ｳｵｻｷ　ﾕｳｺ ｳｵｻｷ　ﾕｳｺ

兼担 助教 魚崎　祐子 平成27年4月 兼担 准教授 魚崎　祐子 平成29年4月

（福田　祐子） （福田　祐子）

学習心理学  学習心理学
〔全学共通科目〕

ﾀｶﾋﾗ　ｻﾕﾘ

発達心理学 兼担 教授 高平　小百合 平成28年4月 発達心理学

ｶﾜﾓﾄ　ｶｽﾞﾀｶ 社会教育演習  社会教育演習

兼担 助教 川本　和孝 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ﾅｶﾑﾗ　ｶｵﾘ

社会教育実習 兼担 教授 中村　香 平成28年4月 社会教育実習
〔全学共通科目〕

現代社会と社会教育
〔全学共通科目〕

特別活動の理論と方法（中・高）

平成29年4月
林卓行兼担教授の退職（平
成29年3月自己都合のため）

に伴い変更（29）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成28年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（28）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
魚崎祐子（助教）が准教授
に昇格（29）

平成29年4月
野健一（准教授）が教授に
昇格（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾀｶﾊｼ　ｱｲ 博物館教育論 ﾀｶﾊｼ　ｱｲ

兼担 助教 髙橋　愛 平成28年4月 兼担 准教授 髙橋　愛 平成27年4月

（立花　愛） （立花　愛）

ﾀﾊﾞﾀ　ｼﾉﾌﾞ 教育方法学（中・高） ﾀﾊﾞﾀ　ｼﾉﾌﾞ

兼担 助教 田畑　忍 平成27年4月 兼担 准教授 田畑　忍 平成29年4月

兼担 助教 マクブライド, ポール 平成27年4月 兼担 准教授 マクブライド, ポール 平成29年4月

（マクブライド, ポール レスリー） ELF 101 （マクブライド, ポール レスリー）

ELF 102  兼担  助教  スー，ジェシー  平成28 年4 月 ELF 102
〔全学共通科目〕

ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ

兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成29年4月 ELF 102
（祐乗坊　由利）

〔全学共通科目〕

ELF 201 ｲﾏｲ　ﾐﾂｺ ELF 201
兼担 助教 今井　光子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

ELF 202 ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 401
〔全学共通科目〕

ELF 402
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
田畑忍（助教）が准教授に
昇格（29）

平成29年4月
マクブライド，ポール（助
教）が准教授に昇格（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾏﾂﾔﾏ　ｲﾜｵ ﾏﾂﾔﾏ　ｲﾜｵ

兼担 助教 松山　巌 平成28年4月 兼担 准教授 松山　巌 平成27年4月

（安藤　巌） （安藤　巌）

読書と豊かな人間性
〔全学共通科目〕

図書館概論

ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ

図書館情報技術論 兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 図書館情報技術論
〔全学共通科目〕

図書館制度・経営論

ｱﾘﾔﾏ　ﾕﾐｺ

図書館サービス概論 兼任 講師 有山　裕美子 平成28年4月 図書館サービス概論
〔全学共通科目〕

 情報サービス論

ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ 〔全学共通科目〕

兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 情報サービス論
〔全学共通科目〕

情報サービス演習B

図書館情報資源概論

情報資源組織論

情報資源組織演習A

情報資源組織演習B
ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ

図書館情報資源特論 兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 図書館情報資源特論
〔全学共通科目〕

 図書館施設論

ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ 〔全学共通科目〕

兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 図書館施設論
〔全学共通科目〕

ｲｹﾀﾞ　ﾕﾐ 化学入門

兼任 講師 池田　佑美 平成27年4月

環境科学
〔全学共通科目〕

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
昇格による変更（27）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

44



 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｲｼﾃﾞ　ﾔｽｵ

ｳｴﾉ　ｻｴ 日本語学 兼任 講師 石出　靖雄 平成28年４月 日本語学

兼任 講師 上野　左絵 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（小林　左絵）

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｻﾋｺ
日本語表現（JNL）101  兼担  教授  渡邉　正彦  平成27 年4 月  日本語表現 101

〔全学共通科目〕

ｲｼﾃﾞ　ﾔｽｵ

 兼任  講師  石出　靖雄  平成28 年４月  日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ﾋﾗﾊﾞﾔｼ ﾀｹｵ
日本語表現（JNL）102  兼担  准教授  平林　壯郎  平成27 年4 月  日本語表現 102

〔全学共通科目〕

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 102
〔全学共通科目〕

ｴｼﾀ　ｶｽﾞﾀｶ 代数学入門

兼任 講師 江下　和章 平成27年4月

ｴﾄｳ　ｹｲﾔ 経済学（国際経済を含む）

兼任 講師 江藤　圭也 平成27年4月

ｵｵｻｷ　ｺｳｼﾞ マーケティング

兼任 講師 大崎　恒次 平成27年4月

ｵｶﾓﾄ　ﾀﾛｳ 地球科学

兼任 講師 岡元　太郎 平成28年4月

ｵｸﾉ　ﾀｹｼ 教育史概論

兼任 講師 奥野　武志 平成27年4月

ｵﾊﾞﾀ　ｼｭｳｲﾁ 自然科学アカデミックスキルズ（リーティング） ﾄﾐﾅｶﾞ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

兼任 講師 小畑　秀一 平成27年4月 兼担 教授 富永　順一 平成27年4月 〔全学共通科目〕

自然科学アカデミックスキルズ（ライティング） 自然科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

スペイン語 101 ﾀﾅﾍﾞ スペイン語 101
兼任 講師 ガリード, カルロス 平成27年4月 兼任 講師 田邊　まどか 平成29年4月 〔全学共通科目〕

（ガリード ディアス，ルイス カルロス） スペイン語 102 スペイン語 102
〔全学共通科目〕

ｷｼﾀﾞ　ｼﾝ 演劇史

兼任 講師 岸田　真 平成27年4月 ﾀﾜﾀ　ｼﾝﾀﾘｮｳ

演劇理論 兼担 助教 多和田　真太良 平成29年4月 演劇理論
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目名変更
（27）
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）
平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目名変更
（27）
教育内容の充実を図るため
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾓﾁﾂﾞｷ　ﾖｼﾄ

ｸｻｶﾜ　ﾏｺﾄ マスメディアと社会  兼任  講師  望月　義人  平成27 年4 月  マスメディアと社会

兼任 講師 草川　誠 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾅｶﾆｼ　ｼｹﾞﾙ

兼担 教授 中西　茂 平成28年４月 マスメディアと社会
〔全学共通科目〕

ｲｹﾀﾞ　ﾕﾐ

ｺｲｽﾞﾐ　ﾖｼｶｽﾞ 環境科学 兼任 講師 池田　佑美 平成29年4月 環境科学

兼任 講師 小泉　嘉一 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾕｷ 社会学

兼任 講師 小林　正幸 平成27年4月

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾕｷｵ

ｺﾏﾂｻﾞｷ　ﾄｼｱｷ 政治学 兼担 教授 小林　幸夫 平成28年4月 政治学

兼任 講師 小松﨑　利明 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｺﾓﾘ　ｿｳｽｹ コミュニケーション論 ｻﾄｳ　ﾕｷ コミュニケーション論

兼任 講師 小森　創介 平成27年4月 兼担 准教授 佐藤　由紀 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（小島　由紀）

ﾌｼﾞﾑﾗ　ﾀｸﾔ

ｻｲﾄｳ　ﾊﾙｺ 博物館展示論 兼任 講師 藤村　拓也 平成29年4月 博物館展示論

兼任 講師 齊藤　晴子 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ｻｲﾄｳ ﾔｽﾉﾘ 学校図書館メディアの構成

兼任 講師 齋藤 泰則 平成28年4月

児童サービス論

情報サービス演習A

図書・図書館史

ﾑﾗｲ　ｼﾝｼﾞ

ｻｶﾓﾄ　ﾖｳｺ 社会教育の基礎 兼担 助教 村井　伸二 平成28年4月 社会教育の基礎

兼任 講師 阪本　陽子 平成28年4月 〔全学共通科目〕

社会教育計画
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾑﾗ　ｶｵﾘ

社会教育課題研究 兼担 教授 中村　香 平成28年4月 社会教育課題研究
〔全学共通科目〕

現代社会と社会教育Ⅰ  現代社会と社会教育Ⅰ
〔全学共通科目〕

現代社会と社会教育Ⅱ  現代社会と社会教育Ⅱ
〔全学共通科目〕

社会教育方法論
〔全学共通科目〕

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目削除
（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾅｶﾑﾗ　ｶｵﾘ

ｻｻｲ　ﾋﾛﾐ 生涯学習概論 兼担 教授 中村　香 平成28年4月 生涯学習概論

兼任 講師 笹井　宏益 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾊﾙｺ

ｻﾝﾉﾐﾔ　ｲｸｺ 英語学 兼任 講師 小林　晴子 平成29年4月 英語学

兼任 講師 三宮　郁子 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（池上　郁子）

ｼﾐｽﾞ　ｿｳ 国際関係論

兼任 講師 清水　聡 平成28年4月

ｾｷﾓﾄ　ｹｲｲﾁ 生徒・進路指導の理論と方法（中・高）

兼任 講師 関本　惠一 平成29年4月

ｾﾝｽｲ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ 文化人類学

兼任 講師 泉水　英計 平成27年4月

兼任 講師 ディモスキ，ブラゴヤ 平成28年4月 兼担 助教 ディモスキ，ブラゴヤ 平成28年4月

ELF 301 兼任 講師 マッケナ，ポール 平成29年4月 ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302 兼任 講師 バアル，ブレア 平成29年4月 ELF 302
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾑﾗ　ｾﾂｺ 博物館情報・メディア論

兼任 講師 中村　節子 平成28年4月

ELF 301 ELF 301
兼任 講師 パイプ， ジェイソン 平成28年4月 兼担 助教 スー，ジェシー 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ELF 302 ELF 302
〔全学共通科目〕

ｲﾏｲ　ﾐﾂｺ ELF 301
兼担 助教 今井　光子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

ELF 401 ELF 401
兼担 准教授 マクブライド, ポール 平成29年4月 〔全学共通科目〕

ELF 402 （マクブライド, ポール レスリー） ELF 402
〔全学共通科目〕

ﾊｷﾞ　ﾕﾐｺ 栄養学

兼任 講師 萩　裕美子 平成29年4月

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
玉川大学ELFセンターの専

任教員（助教）として新規
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾊﾏﾀﾞ　ﾋﾃﾞﾀｹ 人文科学アカデミックスキルズ（リーディング）

兼任 講師 濵田　英毅 平成27年4月

人文科学アカデミックスキルズ（ライティング）

名著講読（人文科学）
〔全学共通科目〕

名著講読（社会科学）
〔全学共通科目〕

ﾏｴｶﾜ　ｼﾂﾞ

ﾌｼﾞｷ　ﾐﾅｺ 日本語表現演習 兼任 講師 前川　志津 平成28年4月 日本語表現演習

兼任 講師 藤木　美奈子 平成27年4月

ﾀﾁﾉ　ﾀｶｼ

ﾌｼﾞﾀ　ﾄﾓｺ マルチメディア表現 兼任 講師 立野　貴之 平成29年4月 マルチメディア表現

兼任 講師 藤田　智子 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ELF 301 ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ ELF 301
兼任 講師 フラワーズ，シメオン 平成28年4月 兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成28年4月 〔全学共通科目〕

（フラワーズ，シメオン デイビット） ELF 302 （祐乗坊　由利） ELF 302
〔全学共通科目〕

ﾎｱｼ　ﾃﾂﾔ ﾎｱｼ　ﾃﾂﾔ

兼任 講師 帆足　哲哉 平成27年4月 兼担 助教 帆足　哲哉 平成27年4月

二年次セミナー201
〔全学共通科目〕

二年次セミナー202

三年次セミナー301

三年次セミナー302
〔全学共通科目〕

ｺｼﾞﾏ ｻｴｺ
社会科学アカデミックスキルズ（リーディング）  兼担  准教授  小島　佐恵子  平成27 年4 月  社会科学アカデミックスキルズ（リーディング）

（宮﨑　佐恵子）
〔全学共通科目〕

ﾔｳﾁ　ｺﾄｴ

兼任 講師 矢内　琴江 平成29年4月 社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

社会科学アカデミックスキルズ（ライティング）  社会科学アカデミックスキルズ（ライティング）

〔全学共通科目〕

ﾔｳﾁ　ｺﾄｴ

兼任 講師 矢内　琴江 平成29年4月 社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

 名著講読（社会科学）
〔全学共通科目〕

ﾊﾏﾀﾞ　ﾋﾃﾞﾀｹ

兼担 准教授 濵田　英毅 平成29年4月 名著講読（社会科学）
〔全学共通科目〕

ﾐﾂﾊｼ　ｹｲｽｹ 現代文明論  現代文化論

兼任 講師 三橋　圭介 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ﾊﾔｼ　ﾀｶﾕｷ

 兼担  教授  林　卓行  平成28 年4 月  現代文化論
〔全学共通科目〕

ｱﾘｹﾞﾝﾀﾝ

兼担 准教授 有源探 ジェラード 平成29年4月 現代文化論
〔全学共通科目〕

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目名変更
（27）

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）

平成27年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（27）

平成27年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（27）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
林卓行兼担教授の退職（平
成29年3月自己都合のため）

に伴い変更（29）

平成28年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加

平成27年4月
玉川大学学術研究所の専任
教員（助教）として新規採
用（27）

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾐﾔｻﾞﾜ　ﾖｼｵﾐ ドイツ語 101
兼任 講師 宮澤　義臣 平成27年4月

ドイツ語 102

ﾐﾔﾅｶﾞ　ﾉｿﾞﾐ 数学入門

兼任 講師 宮永　望 平成27年4月

解析学入門
〔全学共通科目〕

ﾐｮｳｶﾞ　ﾐﾁｺ 情報科学入門

兼任 講師 茗荷　美知子 平成27年4月

データ処理

ﾒｸﾞﾛ　ﾕﾘｴ フランス語 101
兼任 講師 目黒　ゆりえ 平成27年4月

（花川　ゆりえ） フランス語 102

ﾔﾏｸﾞﾁ ネットワーク入門

兼任 講師 山口　アンナ 平成27年4月

ﾖｼｶﾜ　ﾏｺﾄ 宇宙科学

兼任 講師 吉川　真 平成28年4月

ﾊﾔｼ ﾀﾞｲｺﾞ
ﾖｼﾀﾞ　ｹｲ ロジック 兼担 准教授 林　大悟 平成27年4月 ロジック

兼任 講師 吉田　敬 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾖｼﾀｹ　ﾐﾂｵ 倫理学

兼任 講師 吉武　光雄 平成27年4月

ELF 101 ELF 101
兼任 講師 ラングレー，ダラ 平成27年4月 兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 〔全学共通科目〕

（ラングレー，ダラ フランシス） ELF 102 ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 201 ｵｶﾀﾞ ELF 201
兼担 助教 岡田　トリシャ 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ELF 202 （オカダ，トリシャ サラザール） ELF 202
〔全学共通科目〕

兼任 講師 マッケナ　ポール 平成29年4月 ELF 202
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｵｶﾀﾞ

ELF 101  兼担  助教  岡田　トリシャ  平成27 年4 月 ELF 101
兼任 講師 ロリエ，ジョエル 平成27年4月 （オカダ，トリシャ　サラザール）

〔全学共通科目〕

（ロリエ，ジョエル ダーヴィン）

 兼担  助教  スー，ジェシー  平成28 年4 月 ELF 101
〔全学共通科目〕

ｵｶﾀﾞ

兼担 助教 岡田　トリシャ 平成29年4月 ELF 101
（オカダ，トリシャ　サラザール）

〔全学共通科目〕

ｵｶﾀﾞ

ELF 102 兼担 助教 岡田　トリシャ 平成27年4月 ELF 102
（オカダ，トリシャ　サラザール）

〔全学共通科目〕

ELF 201 ELF 201
兼担 助教 スー，ジェシー 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ELF 202 ELF 202
〔全学共通科目〕

ｱｵｷ ｱﾂｵ ことばと文化

兼担 教授 青木　敦男 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｵｸﾞﾗ　ﾔｽﾕｷ 複合領域研究 202
兼担 教授 小倉　康之 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｽｽﾞｷ  比較文化論

 兼担  教授  鈴木　シルヴィ  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

ﾓﾘ　ﾖｼｶｽﾞ

 兼担  教授  森　良和  平成28 年４月  比較文化論
〔全学共通科目〕

ﾀﾅﾍﾞ

兼任 講師 田邊　まどか 平成29年4月 比較文化論
〔全学共通科目〕

ﾋﾀﾞ　ｴｲｷ マクロ脳科学

兼担 教授 樋田　栄揮 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾔﾏｸﾞﾁ　ｹｲｽｹ 教職概論

兼担 教授 山口　圭介 平成27年４月

 道徳教育の理論と方法（中）

ﾔﾏﾓﾄ　ﾂﾖｼ

兼任 講師 山本　剛史 平成29年4月 道徳教育の理論と方法（中）

ｺﾔﾏ　ﾕｳｲﾁﾛｳ 統計学入門

兼担 准教授 小山　雄一郎 平成27年4月 〔全学共通科目〕

フィールドワークA
〔全学共通科目〕

フィールドワークB
〔全学共通科目〕

フィールドワークC
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
菊池重雄教授の役職変更に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾊﾔｼ ﾀﾞｲｺﾞ ロジック

兼担 准教授 林　大悟 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ﾋﾗﾊﾞﾔｼ ﾀｹｵ 日本語表現 102
 兼担  准教授  平林　壯郎  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 102
〔全学共通科目〕

ｵｶﾀﾞ ELF 101
兼担 助教 岡田　トリシャ 平成27年4月 〔全学共通科目〕

（オカダ，トリシャ サラザール）

兼担 助教 スー，ジェシー 平成28年4月 ELF 101
〔全学共通科目〕

ｵｶﾀﾞ

兼担 助教 岡田　トリシャ 平成29年4月 ELF 101
（オカダ，トリシャ サラザール）

〔全学共通科目〕

ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 201
〔全学共通科目〕

ELF 202
〔全学共通科目〕

兼任 講師 マッケナ，ポール 平成29年4月 ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 202
 兼担  助教  ミリナー，ブレット  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 ELF 202
〔全学共通科目〕

ﾑﾗｲ　ｼﾝｼﾞ

兼担 助教 村井　伸二 平成27年4月

ﾑﾗｲ　ｼﾝｼﾞ

兼担 准教授 村井　伸二 平成29年4月

野外教育
〔全学共通科目〕

社会教育の基礎
〔全学共通科目〕

 社会教育方法論
〔全学共通科目〕

ｻｶﾓﾄ　ﾖｳｺ

兼任 講師 阪本　陽子 平成29年4月 社会教育方法論
〔全学共通科目〕

ｱﾘｶﾜ　ｱﾂｼ 複合領域研究 201
兼任 講師 有川　淳 平成27年4月 〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編に伴い配当年次変
更（29）

平成29年4月
村井伸二（助教）が准教授
に昇格（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｲﾄｳ　ﾖｼｵ 複合領域研究 203
兼任 講師 伊藤　恵夫 平成27年4月 〔全学共通科目〕

ｵｵｶﾜ　ﾀｶｺ 学校経営と学校図書館

兼任 講師 大川　孝子 平成27年4月 〔全学共通科目〕

学習指導と学校図書館
〔全学共通科目〕

ｷﾏﾀ　ｱｷｺ  社会教育方法論

 兼任  講師  木全　晃子  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

ﾑﾗｲ　ｼﾝｼﾞ

 兼担  助教  村井　伸二  平成28 年4 月  社会教育方法論
〔全学共通科目〕

ｻｶﾓﾄ　ﾖｳｺ

兼任 講師 阪本　陽子 平成29年4月 社会教育方法論
〔全学共通科目〕

 社会教育計画
〔全学共通科目〕

ｻｶﾓﾄ　ﾖｳｺ

兼任 講師 阪本　陽子 平成28年4月 社会教育計画
〔全学共通科目〕

ｺﾞ　ﾁｭｳﾐﾂ 中国語 101
兼任 講師 呉　仲密 平成27年4月 〔全学共通科目〕

中国語 102
〔全学共通科目〕

ﾑﾗｶﾐ　ﾋﾃﾞｱｷ  社会体育論

 兼任  講師  村上　秀明  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

ｶﾜｻｷ　ﾄｼｷ

兼担 教授 川崎　登志喜 平成29年4月 社会体育論
〔全学共通科目〕

ﾓﾁﾂﾞｷ　ﾖｼﾄ  マスメディアと社会

 兼任  講師  望月　義人  平成27 年4 月 〔全学共通科目〕

ﾅｶﾆｼ　ｼｹﾞﾙ

兼担 教授 中西　茂 平成28年４月 マスメディアと社会
〔全学共通科目〕

ﾔﾏﾀﾞ　ﾅﾂｷ  日本文学

 兼任  講師  山田　夏樹  平成27 年４月
〔全学共通科目〕

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾏｻﾋｺ

兼担 教授 渡邉　正彦 平成29年4月 日本文学
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育体制の充実を図るため
担当者変更（29）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（27）

平成27年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編による新規科目担
当者（27）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾖﾈﾔ　ｼｹﾞﾉﾘ

 兼任  講師  米谷　茂則  平成27 年4 月  学習指導と学校図書館
〔全学共通科目〕

ｵｵｶﾜ　ﾀｶｺ

兼任 講師 大川　孝子 平成29年4月 学習指導と学校図書館
〔全学共通科目〕

 読書と豊かな人間性

ﾏﾂﾔﾏ　ｲﾜｵ 〔全学共通科目〕

兼担 准教授 松山　巌 平成29年4月 読書と豊かな人間性

（安藤　巌）
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾆｼ　ｼｹﾞﾙ

兼担 教授 中西　茂 平成28年４月 マスメディアと社会
〔全学共通科目〕

ﾊﾗﾀﾞ ﾏﾘ
兼担 教授 原田　眞理 平成28年４月 精神保健

ﾋｶﾞｼ ｶｽﾞｱｷ
兼担 教授 東岸　和明 平成28年4月 科学入門※

〔全学共通科目〕

ﾓﾘ　ﾖｼｶｽﾞ

 兼担  教授  森　良和  平成28 年４月  比較文化論
〔全学共通科目〕

ﾀﾅﾍﾞ

兼任 講師 田邊　まどか 平成29年4月 比較文化論
〔全学共通科目〕

ｵﾊﾞﾗ ｶｽﾞﾋﾄ
 兼担  准教授  小原　一仁  平成28 年4 月  教職概論

ﾔﾏﾀﾞ　ﾄﾓｺ

兼任 講師 山田　朋子 平成29年4月 教職概論

ｲﾏｲ　ﾐﾂｺ

兼担 助教 今井　光子 平成28年4月 ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 201
〔全学共通科目〕

ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成27年4月
河西由美子准教授の退職に
伴う担当者変更（27）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

兼担 助教 スー，ジェシー 平成28年4月 ELF 101
〔全学共通科目〕

ｵｶﾀﾞ

兼担 助教 岡田　トリシャ 平成29年4月 ELF 101
（オカダ，トリシャ サラザール）

〔全学共通科目〕

ELF 102
〔全学共通科目〕

ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ

兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成29年4月 ELF 102
（祐乗坊　由利）

〔全学共通科目〕

ELF 201
〔全学共通科目〕

ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

ｲﾏｲ　ﾐﾂｺ ELF 301
兼担 助教 今井　光子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

ELF 401
〔全学共通科目〕

ELF 402
〔全学共通科目〕

ｽｽﾞｷ　ｼﾞｭﾝﾔ

兼担 助教 鈴木　淳也 平成28年４月 健康スポーツ理論
〔全学共通科目〕

ｽｽﾞｷ　ﾐﾎ

 兼担  助教  鈴木　美穂  平成28 年４月  名著講読（人文科学）

（増田　美穂）
〔全学共通科目〕

ﾊﾏﾀﾞ　ﾋﾃﾞﾀｹ

兼担 准教授 濵田　英毅 平成29年4月 名著講読（人文科学）
〔全学共通科目〕

ELF 101
兼担 助教 チャイクル，ラサミ 平成28年4月 〔全学共通科目〕

ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 201
〔全学共通科目〕

ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 301
〔全学共通科目〕

兼任 講師 バアル，ブレア 平成29年4月 ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾕｳｼﾞｮｳﾎﾞｳ ﾕﾘ ELF 101
兼担 助教 祐乗坊　由利　ジョディー 平成28年4月 〔全学共通科目〕

（祐乗坊　由利） ELF 102
〔全学共通科目〕

ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

ｱﾘﾔﾏ　ﾕﾐｺ

兼任 講師 有山　裕美子 平成28年4月 図書館サービス概論
〔全学共通科目〕

ｲｼﾃﾞ　ﾔｽｵ 日本語学

兼任 講師 石出　靖雄 平成28年４月
〔全学共通科目〕

 日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 101
〔全学共通科目〕

ｶﾂﾏﾀ　ﾉﾌﾞﾕｷ

兼任 講師 勝又　暢之 平成28年４月 環境教育
〔全学共通科目〕

ﾄﾐﾀ　ｺｳｽｹ

兼任 講師 冨田　幸祐 平成28年4月 スポーツ史
〔全学共通科目〕

ﾅｶｼﾞﾏ　ｼｮｳｺ

 兼任  講師  中島　祥子  平成28 年4 月 Vocabulary Building A

ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ

専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月 Vocabulary Building A

ﾋﾅﾀ　ﾖｼｶｽﾞ 図書館情報技術論

兼任 講師 日向　良和 平成28年4月 〔全学共通科目〕

情報サービス論
〔全学共通科目〕

図書館情報資源特論
〔全学共通科目〕

図書館施設論
〔全学共通科目〕

ﾏｴｶﾜ　ｼﾂﾞ

兼任 講師 前川　志津 平成28年4月 日本語表現演習

ﾏｽﾓﾄ　ﾅｵﾌﾐ

兼任 講師 舛本　直文 平成28年4月 オリンピック文化論
〔全学共通科目〕

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者変更（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
育内容の充実を図るため担
当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者追加（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
東京オリンピック開催に向
け科目追加（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ﾏﾂｵ　ﾄﾓｱｷ

 兼任  講師  松尾　知明  平成28 年4 月  教育課程編成論（中・高）

ｵﾉ

兼任 講師 小野　まどか 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

ﾏﾂﾅｶﾞ　ﾐﾂｵ

兼任 講師 松永　光雄 平成28年4月 法学
〔全学共通科目〕

ﾔﾏｼﾅ　ﾅｵｺ

兼任 講師 山科　直子 平成28年4月 科学史
〔全学共通科目〕

ﾔﾏﾀﾞ　ﾄﾓｺ 教職概論

兼任 講師 山田　朋子 平成28年4月

教育の制度と経営

 教育課程編成論（中・高）

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾕﾐｺ

兼任 講師 川口　有美子 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

教育行政学

ﾖｼﾀﾞ　ｶｽﾞｵ 教職演習A
兼任 講師 吉田　和夫 平成28年4月

教職演習B

ﾖﾈﾀﾞ　ｻｷｺ

専 教授 米田　佐紀子 平成29年4月

一年次セミナー101
〔全学共通科目〕

一年次セミナー102
〔全学共通科目〕

Vocabulary Building A

English for Academic Purposes A

English for Academic Purposes B

English Grammar

英語科指導法Ⅰ※

ELT Seminar A

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
教育課程の充実を図るため
科目追加（28）

平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者追加（29）
平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）
平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者追加（29）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成28年4月
坂野慎二教授の国外研修（1
年）派遣に伴い変更（28）

平成28年4月
坂野慎二教授の国外研修（1
年）派遣に伴い変更（28）

平成28年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（28）

平成29年4月
米田佐紀子（教授）を専任
教員として新規採用（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
専任教員の新規採用に伴う
担当者変更（29）

　平成29年4月
　教育内容の充実を図る
　ため担当者変更（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

ｲｼｲ　ｷｮｳｺ

兼担 教授 石井　恭子 平成29年4月 教育インターンシップA
〔全学共通科目〕

教育インターンシップB
〔全学共通科目〕

教育インターンシップC
〔全学共通科目〕

教育インターンシップD
〔全学共通科目〕

ﾃﾙﾔ

兼担 教授 照屋　さゆり 平成29年4月 STEM入門（科学と社会）

（青木　さゆり）
〔全学共通科目〕

プレゼンテーションスキル
〔全学共通科目〕

ﾅｶﾞｲ　ｴﾂｺ Japanese Studies Overseas A

兼担 教授 永井　悦子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

Japanese Studies Overseas B
〔全学共通科目〕

Japanese Studies Overseas C
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトA
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトB
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトC
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトD
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトE
〔全学共通科目〕

地域創生プロジェクトF
〔全学共通科目〕

ﾅﾝﾊﾞ　ｶﾂﾐ

兼担 教授 難波　克己 平成29年4月 TAPファシリテーションⅠ

〔全学共通科目〕

TAPファシリテーションⅡ

〔全学共通科目〕

ｳﾉ　ｹｲ

兼担 准教授 宇野　慶 平成29年4月 博物館資料論
〔全学共通科目〕

ﾀﾅｶ　ﾓﾄｺ 日本学入門

兼担 准教授 田中　素子 平成29年4月 〔全学共通科目〕

Japanology
〔全学共通科目〕

Japanese Pop Culture
〔全学共通科目〕

Modern Japanese History
〔全学共通科目〕

East Asian History
〔全学共通科目〕

ﾐﾔｻﾞｷ　ﾏﾕ

兼担 准教授 宮崎　真由 平成29年4月 市民社会と法
〔全学共通科目〕

　平成29年4月
　US科目（全学共通科目）

　ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科目
　追加（29）

　平成29年4月
　US科目（全学共通科目）

　ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科目
　追加（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加
（29）

　平成29年4月
　US科目（全学共通科目）

　ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科目
　追加（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

Issues in Japanese Studies A

兼担 准教授 リア，スティーブ 平成30年4月 〔全学共通科目〕

(53才) Issues in Japanese Studies B
〔全学共通科目〕

Academic Communication
〔全学共通科目〕

Presentation Skills in English
〔全学共通科目〕

ﾀﾜﾀ　ｼﾝﾀﾘｮｳ

兼担 助教 多和田　真太良 平成29年4月 演劇理論
〔全学共通科目〕

ｱﾗ　ｶｽﾞﾖｼ

兼任 講師 荒　一能 平成29年4月 民俗学入門
〔全学共通科目〕

ｵﾉ

兼任 講師 小野　まどか 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾕﾐｺ

兼任 講師 川口　有美子 平成29年4月 教育課程編成論（中・高）

ｷｳﾁ　ｱｷ

兼任 講師 木内　亜紀 平成29年4月 教育相談の理論と方法（中・高）

ｺｳﾉ　ｻｷ

兼任 講師 神野　紗希 平成29年4月 日本語表現 101
〔全学共通科目〕

日本語表現 102
〔全学共通科目〕

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾊﾙｺ

兼任 講師 小林　晴子 平成29年4月 英語学
〔全学共通科目〕

ｼﾛﾀ　ﾄｼﾋｺ

兼任 講師 代田　利彦 平成29年4月 科学技術社会論

（荻原　利彦）
〔全学共通科目〕

ﾀﾁﾉ　ﾀｶｼ

兼任 講師 立野　貴之 平成29年4月 マルチメディア表現
〔全学共通科目〕

ﾀﾅﾍﾞ

兼任 講師 田邊　まどか 平成29年4月 比較文化論
〔全学共通科目〕

スペイン語 101
〔全学共通科目〕

スペイン語 102
〔全学共通科目〕

　平成29年4月
　US科目（全学共通科目）

　ｶﾘｷｭﾗﾑ改編により科目
　追加（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
US科目（全学共通科目）ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ改編により科目追加

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）
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 専任･  専任･

 兼担･  兼担･

 兼任  兼任 

 の別  の別

担当授業科目名 職名
氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

担当授業科目名
備　　　考

設　置　時　の　計　画 変　更　状　況

氏　　名
(年齢)

就任予定
年月

職名

兼任 講師 バアル，ブレア 平成29年4月 ELF 301
〔全学共通科目〕

ELF 302
〔全学共通科目〕

ﾌｼﾞﾑﾗ　ﾀｸﾔ

兼任 講師 藤村　拓也 平成29年4月 博物館展示論
〔全学共通科目〕

兼任 講師 マッケナ，ポール 平成29年4月 ELF 202
〔全学共通科目〕

ELF 301
〔全学共通科目〕

ﾔｳﾁ　ｺﾄｴ

兼任 講師 矢内　琴江 平成29年4月 社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

社会科学ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙｽﾞ（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）

〔全学共通科目〕

ﾔﾏﾓﾄ　ﾂﾖｼ

兼任 講師 山本　剛史 平成29年4月 道徳教育の理論と方法（中）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

平成29年4月
教職課程認定における指導
に伴う科目担当者の変更
（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育体制の充実を図りクラ
スを改編したことに伴う担
当者変更（29）

平成29年4月
教育内容の充実を図るため
担当者変更（29）

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに

　　　　専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予

　　　　定の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　・認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

（注）・申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　入し，及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記

　　　・教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　を記入してください。

　　　・年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　・辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に
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（ 5 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 11 ） ［ +3 ］ ［ △2 ］ ［ ±0 ］ ［ ±0 ］ ［ +1 ］

・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

計
（Ｂ）

（注）・大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

名

（２） 専任教員数等

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

3

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

6

名

　　　　

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

0 0 12

（注）

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 講　師 助　教准教授

45 6 0 0 11
4 0 0 12

8

　（２）－②　専任教員数

65 0 0

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ａ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教　授

8
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

就任辞退（未就任）の理由

1 該当なし（27）

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

3 該当なし（29）
2 該当なし（28）

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0

　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

・また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

計 0

（注） ・「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

自由 0 科目

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

2 該当なし（28）
1 該当なし（27）

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

3 該当なし（29）

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

選択 0 選択 0

（注） ・一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

0 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

・また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0

　記入してください。

　　　　

計 0

（注） ・就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　該当事項なし

（注） ・上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

自由 0 科目
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６ 留意事項等に対する履行状況等 

  

区  分 留 意 事 項 等  履 行 状 況 
未履行事項に
ついての実施

計画 

設置計画履行状況 
調 査 時 

 
 

（平成 28 年 2 月） 

既設学部等（農学部

生物環境システム学

科、工学部ソフトウ

ェアサイエンス学

科、マネジメントサ

イエンス学科）の入

学定員超過の改善に

努めること。 

改善意見 

＜生物環境システム学科＞  
 入学定員超過を是正すること、ならびに入学定員

70 人を確保することを目標に入試判定会議におい

てこれまでの入試結果を考慮したうえで合格者を

決定した。しかしながら、手続率は 29.9％と昨年よ

り上昇し、辞退率は過去 4 年間の平均辞退率 19.1％
を下回る 13.0％にとどまった。その結果、入学率は

26.0％となり、平成 25 年度から平成 28 年度までの

平均入学定員超過率は 1.28 となった。 
農学部は抜本的な見直しを図り、平成 29 年度よ

り新学科を設置する予定である。これに伴い、農学

部の入学定員は 285 人から 305 人に増やす見込み

である。なお、農学部の改組により、生物環境シス

テム学科は平成 29 年 4 月 1 日より学生募集を停止

する予定である。平成 29 年 4 月開設の新学科にお

いて、定員管理の適正化を図り、入学定員超過率が

1.0 になるようニーズや他大学の状況をさらに細か

く収集し、手続率、辞退率を厳しく分析することと

する。（28） 

該当なし 

＜ｿﾌﾄｳｪｱｻｲｴﾝｽ学科＞  
入学定員超過を是正すること、ならびに入学定員

60 人を確保することを目標に入試判定会議におい

てこれまでの入試結果を考慮したうえで合格者を

決定した。具体的には、平成 28 年度の合格者は昨

年度から 103 人減らしている。しかしながら、予想

以上に辞退率が低い状況となってしまった。その結

果平成 28 年度の入学者は入学定員より 19 名多く、

入学定員超過率は 1.31 となり、平成 25 年度から平

成 28 年度までの平均入学定員超過率は 1.36 となっ

た。今年度は入試判定会議において入試結果を分析

したうえで、受験者に対する合格率をさらに低く設

定し、入学定員超過率が 1.0 となるよう是正に努め

る。（28） 

該当なし 

＜ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｴﾝｽ学科＞  
入学定員超過を是正すること、ならびに入学定員

60 人を確保することを目標に入試判定会議におい

てこれまでの入試結果を考慮したうえで合格者を

決定した。具体的には、平成 28 年度の合格者は昨

年度から 124 人減らしている。しかしながら、予想

以上に辞退率が低い状況となってしまった。その結

果平成 28 年度の入学者は入学定員より 15 名多く、

入学定員超過率は 1.25 となり、平成 25 年度から平

成 28 年度までの平均入学定員超過率は 1.50 となっ

た。今年度は入試判定会議において入試結果を分析

したうえで、受験者に対する合格率をさらに低く設

定し、入学定員超過率が 1.0 となるよう是正に努め

る。（28） 

該当なし 
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（注） 

 

・「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の寄附行

為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

具体的に記入し，報告年度を（  ）書き で付記してください。 

・「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する履行状

況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してくだ

さい。 

・同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される 全ての報告書に記入

してください。 

・該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。 

・「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入してくださ

い。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。） 

 
 

区  分 留 意 事 項 等  履 行 状 況 
未履行事項に
ついての実施

計画 

設置計画履行状況 
調 査 時 

 
 

（平成 29 年 2 月） 

同一設置者が設置す

る既設学部等（工学

部ソフトウェアサイ

エンス学科、マネジ

メントサイエンス学

科）の入学定員超過

の改善に努めるこ

と。 

改善意見 

 
＜ｿﾌﾄｳｪｱｻｲｴﾝｽ学科＞  
平成 28 年度の入試結果を踏まえ、入学定員超過

を是正すること、ならびに入学定員 60 人を確保す

ることを目標に入試判定会議においてこれまでの

入試結果を考慮したうえで合格者を決定した。具体

的には、手続率が 25％程度、辞退率が 14％程度で

推移していることから、今年度も同程度と予測し、

合格者を平成 28 年度と比較して 50 人減らした。 
しかしながら、今年度は手続率が 28.6％と高く、

また辞退率が 5％と低かったため、入学者が入学定

員よりも 17 人多い結果となった。 
今年度も引き続き入試判定会議において入試結

果を分析し、当面は入学定員超過率が文部科学省の

示す基準を下回ることを目標とし是正に努める。

（29） 
 

該当なし 

 
＜ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｴﾝｽ学科＞ 
成 28 年度の入試結果を踏まえ、入学定員超過を是

正すること、ならびに入学定員 60 人を確保するこ

とを目標に入試判定会議においてこれまでの入試

結果を考慮したうえで合格者を決定した。 
具体的には、手続率が 28％程度で推移している

ことから、今年度も同程度と予測し、合格者を平成

28 年度と比較して 38 人減らした。 
しかしながら、今年度は手続率が 35.9％と高かっ

たため、入学者が入学定員よりも 13 人多い結果と

なった。 
今年度も引き続き入試判定会議において入試結

果を分析し、当面は入学定員超過率が文部科学省の

示す基準を下回ることを目標とし是正に努める。

（29） 
 

該当なし 
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７ その他全般的事項 

＜文学部 英語教育学科＞ 

（１）設置計画変更事項等 

設 置 時 の 計 画 変更内容・状況，今後の見通しなど 

    

記入例）   

① 修了要件単位数 

  １２４単位 必修科目○○単位、選択科目○○単位 

① 学生の専門性をより高めるため、必修科目（１科

目・２単位）を追加。（別添○「新旧対照表」参照） 

      

② 施設・設備 ② 学生の修学環境を改善するため、講義室、自習室を

それぞれ○部屋（○㎡）増やすとともに、図書も○○

冊増書した。  ａ 講義室○室（○㎡） 

 ｂ 自習室○室（○㎡）  

 ｃ 図書○○冊  

該当なし 
 

 

（注） ・１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び法

令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。 

・設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については適宜

項目を設けてください。（記入例参照） 
 

（２）教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む） 

  

① 実施体制 

 ａ 委員会の設置状況 

   

 ＜玉川大学ＦＤ委員会規程を転載＞ 

    （目的） 

      第１条 玉川大学（以下「本大学」という。）教員の、教育研究活動の向上・能力開発に関して恒常的に検

討を行い、その質的充実を図ることを目的として、大学ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）

（以下「ＦＤ」という。）委員会（以下「本委員会」という。）を置く。 

    （組織） 

      第２条 本委員会は、委員長、委員、事務担当をもって構成する。 

        ２ 前項の委員長は教学部長とする。 

        ３ 委員長及び委員等は、毎年度当初、学長がこれを委嘱する。 

        ４ 委員長が必要と認めたときは副委員長を置くことができる。 

        ５ 本委員会には学部ごとの部会を設けることができる。 

        ６ 前項による部会は、各学部ごとに設け、部会のまとめ役及び委員は学部長が選任する。 

    （任期） 

      第３条 委員の任期は１か年とする。ただし、再任を妨げない。 

    （運営） 

      第４条 本委員会は、委員長が召集・開会し、議長となる。 

        ２ 委員長が必要と認めた場合は、委員以外の教職員の出席を求め、意見を聴取することができる。 

    （審議事項） 

      第５条 本委員会は、次の事項を審議する。 

       （１）教育研究活動改善の方策に関する事項 

       （２）初任者及び現任者の研修計画の立案・実施に関する事項 

       （３）学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項 

       （４）ＦＤに関する教員への各種コンサルティングに関する事項 

       （５）教員のＦＤ活動の指針に関する冊子及びＦＤ活動報告書の刊行 

       （６）部会からの報告・審議に関する事項 

       （７）その他ＦＤに関連する事項 



68 

    （部会） 

      第６条 各部会は、本委員会に検討・実施事項を報告しなければならない。 

    （答申） 

      第７条 委員長は、本委員会の審議結果を学長に答申しなければならない。 

    （実施事項の決定） 

      第８条 前条の答申内容の実施については、大学部長会の議を経て学長が決定する。 

    （実施事項の運用） 

      第９条 前条により決定した実施事項に関する実際的運用に関しては、教務委員会及び教育研究活動等点検

調査委員会との調整を図りながら検討、実施するものとする。 

    （事務主管） 

     第１０条 本委員会に係る事務主管は、教学部教育学修支援課とする。 

 

 ｂ 委員会の開催状況（教員の参加状況含む） 

大学ＦＤ委員会は年間５回開催した。平成２８年度は、４月、６月、９月、１１月、３月にそれぞれ開催し、委員長１

名、委員１１名、事務担当５名が参加し審議した。委員会開催の他、授業改善のための学生による授業評価アンケート（ユ

ニバーシティ・スタンダード科目）、ピア・レビュー（全教職員を対象にした授業参観）、第三者によるシラバス確認、Ｆ

Ｄ研修（新任教員研修会、ティーチング・ポートフォリオ導入に向けた研修会、アクティブ・ラーニングに関する研修会、

ルーブリック指標による評価に関する研修会、非常勤教員を対象とした研修）の開催、外部のＦＤ研修への教職員派遣、

ＦＤｅｒの養成、ＦＤ活動報告書作成・公表などの多岐にわたる活動を大学全体で積極的に推進した。 

 

 ｃ 委員会の審議事項等 

大学ＦＤ委員会においては以下の事項を審議する。 

 （１）教育研究活動改善の方策に関する事項 

 （２）初任者及び現任者の研修計画の立案・実施に関する事項 

 （３）学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項 

 （４）ＦＤに関する教員への各種コンサルティングに関する事項 

 （５）教員のＦＤ活動の指針に関する冊子及びＦＤ活動報告書の刊行 

 （６）部会からの報告・審議に関する事項 

 （７）その他ＦＤに関連する事項 

 

② 実施状況  

 ａ 実施内容 

  記入例） 

  ・ 授業方法について研究会 

  ・ 教員相互の授業参観 

  ・ 新任教員のための研修会 等 

（１）ＦＤ研修会 

（２）学生による授業評価アンケート 

（３）学外セミナーへの教員派遣 

（４）教員相互の授業参観 

 

ｂ 実施方法  ｃ 開催状況（教員の参加状況含む） 

  （１）ＦＤ研修会 

     文学部における研究活動の意義に関する研修を、講演会を含めて行った。世界的に人文科学研究教育の意義が問い 

直されている状況において、玉川大学の文学部としてどのような展望があるかを確認するとともに、今後の教育研 

究活動への活用法を検討した。文学部の専任教員に加え、本学経営学部教員も多数参加し、他学部からの視点も参 

考にしながらの研修となった。 

  （２）学生による授業評価アンケート 

英語教育学科の専門科目を対象に、春学期（７月）、秋学期（２月）の２回実施した。 

  （３）学外セミナーへの教員派遣 

学外期間・団体が主催するセミナーへ教員を派遣した。大学コンソーシアム京都主催「第２２回ＦＤフォーラム」 

に１名派遣。参加者は教授会の中で報告を行い、情報の共有に努めた。 

  （４）教員相互の授業参観 

     秋学期に実施し、延べ１３名の教員が参観を行った。参観（授業）後に意見交換の時間を設け、率直な意見のやり 

取りを行い、授業の質の向上に役立てた。 

 

 ｄ 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況 

 

学科の枠にとらわれず、多角的な視野から授業改善に取り組むことを心掛けた。自己改善だけでは見つけることの難し

い問題、あるいは他学部の状況を確認することで、より効果的な授業改善策を探ることができている。 
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一部の科目ではキットビルト概念マップを用いて受講生の授業理解度の可視化を試み、授業者が受講生の理解度を踏ま

えた授業改善を行うことで、理解度向上を果たした。この結果は外部フォーラムでも発表を行っている。 

より有効な授業づくりに役立てている。 

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況 

 ａ 実施の有無及び実施時期  ｂ 教員や学生への公開状況，方法等 

英語教育学科の専門科目を対象に、春学期（７月）、秋学期（２月）の２回実施した。集計結果については各授業担当 

者にアンケート原票、クラスごとの集計結果、カテゴリーおよび全体の集計結果、各項目と総合的満足度との相関分析に 

ついてフィードバックした。 

   すべてのアンケートの分析は平成２９年４月より行い、随時ホームページ上で公開し、学生が閲覧できる状態にする予 

  定である。 

 

 

（注） ・「①ａ 委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。 

「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照） 

 

（３）自己点検・評価等に関する事項 

  

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

  文学部英語教育学科では、国際共通語としての英語運用能力を身に付け、積極的に国際社会に貢献できる人材、および社

会の多様な場面で英語教育を実践できる人材の養成を目指した教育を、設置計画通り、平成２７年４月より実施している。 

  この人材養成の目的を達成するために、グローバル化に伴う言語や文化の多様化に対応できる資質・能力を育成し、教職

課程を履修する学生には国際コミュニケーションのための英語運用能力と教員としての指導力を身に付けられるように教

育課程を編成し、設置計画通り、授業科目を開設している。 

  なお、２年次後期から３年次前期にかけての海外留学プログラムを必修として、その前後での学びを最大限に生かせるよ

うに体系的にカリキュラムを構築し、異文化理解を深め、国際共通語としての英語の運用能力の修得を図っている。 

  また、設置計画の通り、各学期に履修登録できる単位数の上限を原則１６単位と定め、単位制度の実質化を図っている。

特に時間割において、授業と授業との間に空き時間を設定し予習・復習の時間を確保できるように工夫している。 

  このように、設置計画通りに平成２７年４月より教育活動を展開している。 

  実際の取組の達成状況は以下の通りである。 

 

１．教育課程 

・教育課程の編成の基本方針・考え方に基づいて、設置計画の通り、授業科目を開設した。ただし、全学共通のユニ 

バーシティ・スタンダード科目群においては、教育の充実を図ることから開設科目の追加、名称変更、配当年次変 

更を行った。同じく専門科目群においては、開設科目の追加、配当年次変更を行った。 

２．教員組織 

・教員組織の編成の考え方に基づいて、設置計画の通り、専任教員を配置した。 

３．教育方法および履修指導 

・英語運用能力向上のための授業の展開、主体的な学生の学びと、充実した授業展開を目指した履修科目登録上限の 

１６単位設定、学習の質を評価するＧＰＡ制度の導入、履修ガイダンスの開催など、設置計画通りに実施している。 

４．施設・設備 

・教育・研究活動に必要な施設・設備は、設置計画通りに整備した。なお、学生の主体的な学びを促進させるために 

「大学教育棟 2014」を建設し、平成２７年４月より使用を開始した。「大学教育棟 2014」は、図書館、講義室、 

研究室、大学事務室をはじめとする学修支援の機能を集約した複合施設で、ラーニング・コモンズにより学生が主 

体的に学修できる空間を多く配置している。また隣接して食堂棟を設置している。さらに、国際共通語としての英 

語の学修をより充実させるために「ELF Study Hall 2015」を建設し平成２８年４月より使用を開始した。「ELF Study  

Hall 2015」は、少人数クラスやグループ学修に適した教室、学生の主体的な学びを促すアクティブ・ラーニング・ 

ゾーン、セルフ・ラーニング・ゾーン、ラウンジなどを配置している。 

５．学生の受入れ 

・計画した入学者選抜方法に基づいて、募集、試験、選抜を行い、定員を充足する学生を受け入れている。 

６．情報の公表 

・設置計画の通り、人材養成等教育研究に係る目的、教育課程、海外留学の概要、入学や学習機会に関する情報など 

を大学案内の冊子やホームページに掲載し、広く周知を図るように努めている。 

 

② 自己点検・評価報告書 

自己点検・評価報告書の内容として、以下の項目に関する点検、評価、改善計画を記載している。その計画をもとに改善

を図り、その上で改めて点検、評価を行い、さらなる改善を行うといったＰＤＣＡサイクルのもと、毎年、教育研究活動等

点検調査委員会を中心に自己点検・評価活動を行っている。 
  １．理念・目的 

・大学・学部の理念・目的・教育目標の適切性を定期的に検証するとともに、それらを教職員および学生に周知し、

広く社会に公表する。 
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  ２．教育研究組織 
    ・教育研究組織の適切性について、理念・目的に照らして定期的に検証する。 
  ３．教員・教員組織 
    ・求める教員像および教員組織の編成方針の明確性、教育課程に相応しい教員組織の整備状況、教員の募集・採用・

昇格が適切に行われていること等を検証する。また、教員の資質向上を図るための方策の適切性を検証する。 
  ４．教育内容・方法・成果 
    ・教育目標に基づき学位授与方針および教育課程の編成・実施方針を明示し、教職員および学生に周知し、広く社会

に公表する。また、教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証する。 
    ・教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を適切に開設し教育課程を体系的に編成しているか、また、各課程に

相応しい教育内容を提供しているかを検証する。 
    ・教育方法および学習指導の適切性、シラバスに基づき授業が展開されているか、成績評価と単位認定の適切性を検

証する。また、教育成果について定期的な検証を行い、その結果を教育課程や教育内容・方法の改善に結びつける。 
    ・教育目標に沿った成果が上がっているか、また、学位授与（卒業認定）は適切に行われているかを検証する。 
  ５．学生の受け入れ 
    ・学生の受け入れ方針を明示し、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行い、定期的に検証する。 

・適切な定員を設定し、入学者を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理する。 
  ６．学生支援 
    ・学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう学生支援に関する方針を明確に定め、学生への修

学支援、生活支援、および進路支援が適切に行われているかを検証する。 
  ７．教育研究等環境 
    ・教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定め、十分な校地・校舎および施設・設備を整備し、図書館、学術情

報サービスが十分に機能しているかを検証する。 
    ・教育研究等を支援する環境や条件が適切に整備されているかを検証する。 
    ・研究倫理を遵守するために必要な措置がとられているかを検証する。 
  ８．社会連携・社会貢献 
    ・社会との連携・協力に関する方針を定め、教育研究の成果を適切に社会へ還元しているかを検証する。 
  ９．管理運営・財務 
    ・大学の理念・目的の実現に向けて、管理運営方針を明確に定め、明文化された規程に基づき管理運営が行われてい

るかを検証する。 
    ・大学業務を支援する事務組織が設置され、十分に機能しているか、また、事務職員の意欲・資質の向上を図るため

の方策を講じているかを検証する。 
    ・教育研究を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立し、予算編成及び予算執行を適切に行ってい

るかを検証する。 
  10．内部質保証 

    ・大学の諸活動について点検・評価を行い、その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか、ま

た、内部質保証に関するシステムを整備し適切に機能させているかを検証する。 
 

 ａ 公表（予定）時期 

  記入例） 

・平成２８年５月１日 公表 

 

・平成１８年３月に「２００５自己点検・評価報告書」を、平成２３年４月に「２０１０自己点検・評価報告書」を作成

し、本学ホームページに掲載し公表した。 
 

 ｂ 公表方法 

  記入例） 

  ・自己点検・評価報告書を刊行し，近隣企業（○○社）及び希望があった学生（○○名）に各１冊を配布 

  ・大学ホームページ上に公開予定（平成２８年８月末を予定） 

 

   ・「２０１０自己点検・評価報告書」の刊行及び本学ホームページにより公表した。 
 

③ 認証評価を受ける計画 

  記入例） 

  ・平成２８年度に評価機関（○○○○○○）の評価を受けるべく，学内で検討中 

 

・平成２３年度に認証評価機関（公益財団法人大学基準協会）の認証評価を受け、平成２４年３月に適合と認定されて 
いる。次回の認証評価は平成３０年度に受審する計画である。 
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・また、大学院教育学研究科教職専攻（専門職学位課程）は平成２７年度に認証評価機関（一般財団法人教員養成評価

機構）の教職大学院認証評価を受け、平成２２年度に続き、２期目の適格認定を受けた。次回の認証評価は平成３２

年度に受審する計画である。 
 
 
 
（注） ・設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。 

また，「① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的

な根拠を含めて記入してください。 

なお，「② 自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告

書について記入してください。 

 

（４）情報公表に関する事項 

 

○ 設置計画履行状況報告書 
ａ ホームページに公表の有無        （   有   ・   無   ） 
 
ｂ 公表時期（未公表の場合は予定時期）    （ 昨年までの報告書は既に公表しているが、今回の報告書については 

平成 29 年 6 月 30 日に公表予定。） 
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